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これからも

皆さんの生活を支えます
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毎
年
の
よ
う
に
全
国
各
地
で
記

録
的
な
豪
雨
や
大
型
台
風
の
襲
来

が
相
次
ぐ
中
、
平
成
30
年
7
月
豪

雨
に
よ
り
、
市
も
甚
大
な
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

こ
う
し
た
教
訓
を
を
踏
ま
え
て

整
備
し
た
防
災
庁
舎
は
、
あ
ら
ゆ

る
災
害
に
的
確
に
対
応
で
き
る
、

防
災
対
策
の
要
と
な
る
施
設
で
す
。

▲平成30年7月豪雨による甚大な被害（浅江懸山）

あらゆる災害に対応

防災庁舎の運用を開始しました
3 月 25 日㈪から、安全・安心の砦となる防災庁舎（防災指令拠点施設）の運用が始まりました。

　高い耐災性や最新の情報処理システムを備える本庁舎について、施設の特長や機能などを

お伝えします。

防
災
庁
舎
と
は

施
設
の
特
長

□
耐
災
性

高
度
な
耐
震
安
全
性
な
ど
を

有
し
て
お
り
、
大
規
模
災
害
発

生
時
で
も
指
令
拠
点
と
し
て
の

機
能
を
発
揮
で
き
ま
す
。

□
迅
速
性

機
能
的
で
効
率
的
な
諸
室
の

配
置
や
高
度
な
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

情
報
収
集
機
能
な
ど
に
よ
り
、
迅

速
で
効
果
的
な
災
害
対
応
が
可
能

で
す
。

基
幹
型
防
災
倉
庫
を
1
階
に
配

置
す
る
こ
と
で
、
被
災
時
に
搬
入

さ
れ
る
大
量
の
支
援
物
資
を
管

理
、
仕
分
け
、
搬
出
す
る
中
継
地

点
と
し
て
の
機
能
を
有
し
て
い
ま

す
。

□
継
続
性

非
常
用
発
電
設
備
な
ど
を
整
備

す
る
こ
と
に
よ
り
、
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
が
遮
断
さ
れ
た
場
合
で
も
、
一

定
期
間
独
立
し
て
災
害
対
応
が
継

続
で
き
ま
す
。

▲車両での搬入出が容易な倉庫
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平
成
30
年
7
月
豪
雨
を
経
験
し
て

こ
の
た
び
、
防
災
庁
舎
の
運
用
が

ス
タ
ー
ト
し
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ

く
り
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を

非
常
に
心
強
く
思
い
ま
す
。

施
設
は
も
と
よ
り
、
防
災
ポ
ー
タ

ル
か
ら
は
市
民
も
情
報
を
入
手
し
や

す
く
、
河
川
カ
メ
ラ
の
画
像
な
ど
、

個
々
に
状
況
把
握
が
容
易
と
な
り
、

迅
速
に
発
出
さ
れ
る
避
難
情
報
は
、

よ
り
円
滑
な
避
難
に
つ
な
が
り
ま
す
。

平
成
30
年
7
月
豪
雨
で
は
、
私
の

住
む
周
防
地
区
も
大
き
な
被
害
を
受

け
ま
し
た
。
そ
の
経
験
か
ら
、
私
た

ち
の
地
域
で
は
、
避
難
情
報
を
入
手

し
た
際
の
率
先
避
難
（
声
を
掛
け

合
っ
て
一
緒
に
避
難
）
の
取
り
組
み

を
始
め
ま
し
た
。

大
切
な
人
を
失
わ
な
い
た
め
に
、

こ
れ
か
ら
も
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
活
動
し
て
い
き
ま
す
。平田　義夫さん

　周防コミュニティ

センター館長。防災

士としても活動する。

平田　義夫さん

□最新鋭のシステムを導入

□総合防災情報システム

災害対策本部による避難発令などの判断を支援し、適

切な情報発信により、迅速な避難行動につなげます。

【主な機能】

・36 時間後までの河川の水位予測

・4時間後までの土砂災害予測

・72 時間後までの高潮予測

・気象情報の自動収集、一括管理

・複数の媒体での一括情報発信

□河川等監視カメラ（防災カメラ）・水位計

市内 15 か所（河川 11 か所、海岸 3か所、ため池 1か

所）に監視カメラと水位計を新設しました。

　防災ポータルサイトで撮影画像を確認できます。

□災害用ドローン

　人が立ち入れない危険な被災箇所の状況を把握するこ

とができます。

　防災庁舎の災害対策本部会議室のマルチモニターに撮

影映像をリアルタイムで映し出せます。

問防災危機管理課　☎ 0833-72-1403

独自に開発した最新鋭の総合防災情報システムなどを導入したことで、洪水や土砂災害な

どの高度な予測が可能となりました。　

□光市防災ポータルを開設

　防災に関する情報をまとめて確認できるポータルサ

イトを開設しました。

　避難情報の発令状況や避難所の開設・混雑状況、防

災カメラの画像など、総合防災情報

システムと連携した情報が確認でき

ます。どなたでも閲覧可能ですの

で、ぜひご活用ください。 ▲市防災ポー
タルサイト

▲監視カメラと水位計

▲災害用ドローン

▲防災ポータルサイトの画面



広報ひかり　令和 6年 5月号 6

つながる光・未来戦略プロジェクト

第3次光市総合計画に、特に重点的かつ戦略的に取り組む政策として位置付けた「つながる光・未来戦

略プロジェクト」に沿って主な事業の概要を紹介します。

　（★新規事業　☆見直しまたは充実した事業）

2　笑顔がつながる　協働による地域の絆再生プロジェクト
☆三島コミュニティセンター整備事業　6億 3,665 万 3,000 円
　先行して新たな大ホールの供用を開始するとともに、令和 7年度からの
コミュニティセンター、消防機庫の供用開始に向けた建設工事を進めます。
★都市公園等市民開放花壇整備事業　30 万円
　都市公園や児童遊園地などの一画を花壇として整備し、希望する団体が
活用することを通じて、花壇コンクールへの参加を促進します。

4　地域がつながる　光駅のバリアフリー化と公共交通ネットワーク構築プロジェクト

光駅拠点整備事業　429 万 2,000 円
　概算事業費に大きな影響を及ぼす南北自由通路の設置位置の検討などを
進め、整備の実現性や優先度といった観点から基本計画を見直します。
★市内バス路線の確保維持　5,134 万 3,000 円
国道 188 号沿道などのバス路線の運行を新たに担う事業者に対して、財

政面での支援を行うとともに、ひかりぐるりんバスと光市役所前から熊毛
方面への 4路線について新たに運行委託します。
★路線バス・タクシー運転者就労促進臨時給付金　200 万円
　市内に路線や事務所を有する路線バスまたはタクシー事業者に、新たに就労した市内在住の運転
手に対して、最大 40 万円を給付します。

1　安全がつながる　防災指令拠点施設整備と災害に強いまち構築プロジェクト

★防災指令拠点を中心とした防災体制の整備・強化　2,775 万 4,000 円
総合防災情報システムや河川等監視カメラを活用し、的確な避難指示な

どの発令に努めるとともに、ドローン映像配信システムを活用し、迅速な
対応策の検討を行うなど、災害対応の強化・充実を図ります。
★通学路整備事業　1,500 万円
　児童・生徒の登下校時の安全を確保するため、市道岩狩線の歩道整備に
向けた測量設計を行います。
★消防団活動支援システム導入事業　165 万円
　災害発生時などにおいて重要な役割を担う消防団員について、体制強化、対応の迅速化を図るた
め、災害時の初動体制の強化、災害情報の共有化が可能となるシステムを導入します。

3　安心がつながる　健康と長寿を支える医療環境充実プロジェクト

★介護老人保健施設「ナイスケアまほろば」の民間移行　-円
　より質の高いサービスが利用者に提供されるよう、4月 1日から民間法
人による施設運営に移行しました。  
★健康づくりと介護予防の一体的実施　918 万 7,000 円
　住み慣れた地域で自立した生活ができる期間の延伸、維持向上を図るた
め、健康状態が不明な高齢者などの状態を把握し、必要なサービスへの接
続に取り組むとともに、集いの場において、低栄養や口腔機能低下予防の
普及啓発を実施します。
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5　元気がつながる　にぎわいを生み出す地域産業活性化プロジェクト

★ＤＸファーストステップ支援事業　600 万円 
　中小企業などに対して、訪問による実態調査やオンラインセミナーの開
催により、課題の抽出や意識の醸成を図るとともに、具体的取り組みに着
手する企業に対しては、専門家による伴走支援を実施します。
新産業団地整備事業　3,941 万 9,000 円 
　県と共同で、新産業団地の整備に向けた設計業務や用地交渉を進めると
ともに、造成工事に着手します。
★フィッシングパーク魅力向上事業　1,830 万円
　長期修繕計画に基づき、釣り橋の補強工事と塩害対策の塗装を施すほか、釣果の向上につながる
漁礁設置の可能性を検討するため、海底状況調査に着手します。

6　世代がつながる　誰一人取り残さない「光っ子」を育む教育と子育て応援プロジェクト

☆乳幼児・子ども医療費助成事業　2億 2,143 万 5,000 円  
　全ての子育て家庭が、安心して子どもを産み育てられる環境を整備する
ため、所得制限を撤廃し、18 歳の年度末までの子どもの通院と入院費用を
助成します。
★子ども・子育て支援（病児保育）施設整備助成事業　4,399 万 3,000 円
　病児保育（病後児対応型）の開始に対応するための整備に取り組む私立
保育園と協議を進めるとともに、必要となる施設整備に対して助成します。 
☆小中一貫ひかり学園推進事業　1億 1,137 万円
　施設一体型小中一貫やまと学園の施設整備に係る基本設計と用地取得などに着手するとともに、
大和小学校（現岩田小学校の場所）の令和 7年度からの開校に向け、スクールバス導入などの準備
を進めます。

7　技術がつながる　デジタル化で進める快適な暮らし実現プロジェクト

★公開型ＧＩＳ（地理情報システム）の導入　4,661 万 8,000 円
　都市計画の用途地域のほか、市道や公共施設などの地図情報を一体的に
表示し、誰もがインターネットで閲覧できるシステムを導入します。
★バス路線のインターネット経路検索サービス対応事業　31 万 1,000 円  
　インターネット経路検索サービスで、他の公共交通機関との接続も含め
たバス路線の検索が可能となるよう、経路やダイヤなどのバス情報フォー
マットを整備します。

8　人がつながる　豊かな自然と人で魅せるシティプロモーション活動実践プロジェクト

★「光」と「食」のわくわくフェスタ実施事業　1,000 万円
　幅広い年代の市民が楽しめる「光」の演出による体験型コンテンツと、
キッチンカーによる「食」を提供するイベントを開催します。 
☆地域おこし協力隊の活用と募集分野の拡大　619 万 8,000 円
　コミュニティプラン実現の支援を目的とした活用と募集に加え、市の魅
力発信などを目的として、観光振興分野などにおいても地域おこし協力隊
を募集します。
☆伊藤博文公遺徳継承事業　322 万 3,000 円
　資料館初の試みとして、松下村塾で共に学んだ高杉晋作の生涯を伝えている下関市の東行記念館
と連携した企画展を開催するほか、デジタル入館スタンプやシアターホール映像折本第 2弾などを
作成します。 
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第 3次光市総合計画に掲げる 6つの基本目標に基づく主な事業の概要を紹介します。　

　※つながる光・未来戦略プロジェクト（6～ 7頁）に掲載した事業と重複するものは除いています。

　★新規事業　☆見直しまたは充実した事業

総合計画に基づいた主な事業

基本目標 1　限りない市民力・地域力がゆたかに花開くまち

　基本目標 2　ゆたかな人間性と可能性を大切にし心温かい人が育つまち

基本目標 3　安全・安心に包まれて人が心ゆたかに暮らすまち

★デジタルコンテンツ充実事業　66 万円

　電子図書館にデジタルマガジン（雑誌）を導入します。

☆文化財保護事業　229 万 8,000 円

　新たに光市文化財に指定された「光海軍工
こうしょう

廠関係資料群」の文化センタ

ーにおける公開や、二次元バーコードを付けた指定文化財案内看板の作成な

どを行います。

文化センター整備事業　473 万 7,000 円

　老朽化が進行しているエレベーターや受電設備の更新工事を実施します。

☆中学校部活動改革推進事業　338 万 9,000 円

　学校部活動の地域移行に向けた試行運用の開始に併せて、地域クラブ活動団体や指導者の確保を促

進するため、公認指導者資格の取得経費の助成などを行います。

☆産後ケア事業の無料化　98 万 5,000 円

　産婦とその子どものショートステイとデイサービス利用時の自己負担額を

無料とし、利用を促進します。

★ファミリーサポートセンター加入促進事業　11 万円

　利便性の向上や協力会員確保に向けた取り組みを行い、地域での子育て支

援機能を強化します。

★子育て世帯訪問支援事業　91 万 2,000 円 

　家事または育児に対して不安や負担を抱える子育て家庭や妊産婦、ヤング

ケアラーなどがいる家庭を訪問し、家事または育児を支援します。

☆学校施設長寿命化計画推進事業　15 億 5,528 万 7,000 円

　学校施設長寿命化計画に基づき、部位修繕や改修などを計画的に実施します。

★小中学校におけるＡＥＤ屋外移設　259 万 7,000 円

　ＡＥＤを屋外に移設し、児童生徒や学校施設利用者が常時使用できる環境を整えます。

★災害時用ストーマ用具保管事業　5万 5,000 円

　被災時にオストメイトがストーマ用具を確保できない不安を解消し、安心

して避難生活を送るための支援体制を整備します。　

★第 3次光市健康づくり推進計画策定事業　124 万 3,000 円

　健康づくり推進計画の評価と第 3次計画の策定に向けたアンケートやワー

クショップを実施します。

☆特定健康診査等充実事業　5,805 万 2,000 円

　無料オプション検査（骨密度検査、血管年齢測定）付き集団健診の追加実施と特定健診結果説明会

の開催により、特定健診・特定保健指導が受けられる機会の拡充を図ります。

★犯罪被害者等支援事業　60 万円

　犯罪被害者等を支援するため、見舞金や助成金を支給する制度を創設します。
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　基本目標 4　自然と都市が潤いゆたかに調和したまち

汚水処理共同化事業　2億 7,499 万 4,000 万円

　下水とし尿などの汚水処理の共同化を図るため、周南浄化センター敷地内

でし尿等受入施設の建設工事に着手します。

★高校通学時タクシー運賃助成実証実験事業　77 万円

　路線バス本数の減少に伴い、高校通学時間帯のバスに乗車できない市内在

住の高校生に対して、タクシー運賃助成の実証実験を実施します。

★松中住宅建替事業　674 万円

　老朽化が著しい松中住宅の建て替えを実施するため、計画の策定に着手します。 

　基本目標 5　産業の活力とにぎわいがゆたかに行き渡るまち

★新規漁業就業者確保育成推進事業　200万円

　新規漁業就業者が独立する際、漁業協同組合が就業者に賃貸する漁船や漁具

などの購入費用を助成します。

地域課題対応型事業所設置タイプ別奨励金　180万円

　サテライトオフィス、テレワークオフィスなどの設置や空き店舗などを活用

して事業所などを開設した事業者に奨励金を交付します。

「光に住んで、働こうやー！」支援事業　890万円

　中小企業などが行う人材確保、育成、定着の取り組みを総合的に支援し、市内での就業や定住の促進を

図ります。　

基本目標 6　市民参画と健全な行財政でゆたかさを創出するまち

★公用車管理業務の合理化（民間提案制度）　210 万円

　車両管理システムの導入やメンテナンス管理業務の一括外部委託により、

公用車の管理経費を削減します。

★口座振替促進キャンペーン　78 万 3,000 円

　安定した税収確保のため、新規口座振替登録者を対象に、抽選で賞品が当

たるキャンペーンを実施します。

★市有地処分に係る媒介制度の導入　63 万円

　市有地の売却を促進するため、購入希望者への媒介を県内の宅建団体に依頼します。

★市長を目指そう！未来リーダーミーティング　-万円

　子どもたちのまちづくりへの参画と、未来の担い手としての育成を目的に、市長と中学・高校生が

光市と地域の未来について語り合います。

★ＲＰＡ（ロボティック・プロセス・オートメーション）による業務改善　404 万 8,000 円

　単純作業や定型業務の一部について、作業などを自動化するソフトウェアロボットを導入（ＲＰＡ）

し、業務の省力化を図ります。

□新市誕生 20 周年記念事業を実施します

本年は新市誕生 20 周年の節目の年です。

　「ありがとう 20 年　つながろう人と　かがやこう未来へ」をテーマに、新市誕生 20 周年記念事

業を実施します。

　詳細については、順次市　でお知らせします。

問総務課総務法令係 　☎0833-72‒1401

▶
市
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区分 内容 令和 6年度
予算額等

　Ⅰ　利便性と質の高い行政サービスへの転換

　（1）市民サービスの質的向上

行政手続オンライン化事業
市民生活の利便性向上や行政事務の効率化を図るため、電子申
請システムを利用して、申請手続きなどのオンライン化を実施

121 万 9,000 円

ノーコードツール導入事業
ノーコードツールを導入し、ペーパーレスや情報共有を推進
することで、全庁的に業務効率を改善

365 万 4,000 円

マイナンバーカード普及対策
事業

時間外、休日臨時窓口開設などのほか、市内 9 局の郵便局窓
口での申請支援の実施、施設などが申請のサポートなどをし
た場合に報償を支給

435 万 2,000 円

公衆無線ＬＡＮ環境整備事業 文化施設やコミュニティセンターに公衆無線ＬＡＮを導入 26 万円

　（2）市民との情報の共有化と発信力の更なる向上

ひかりの魅力発信・発見支援
事業

まちへの愛着や誇りを醸成するとともに、ひかりの魅力を市内
外に発信するため、市民団体などが主催するイベントを支援

100 万円

　Ⅱ　官民協働によるまちづくりの推進

　（1）協働によるまちづくりの推進

民間提案制度（コネクテッド・
ラボひかり）の実施

民間事業者のアイデアやノウハウに基づく自由な提案や市有
財産を用いた広告事業に係る提案を公募

－

公共施設等ＬＥＤ化推進事業
（民間提案制度事業）

公共施設や屋外灯の既存照明をＬＥＤ化し、脱炭素化を推進
するとともに電気料金を削減

－

ＰＢＬによる官学連携事業
地域課題の解決に向けて、周南公立大学と連携したプロジェ
クト型課題解決学習（ＰＢＬ）を活用

20 万円

連携・協働教育推進事業
幼保、小・中、高校の連携・協働教育を推進するための人材
育成や体制づくりを実施

607 万 1,000 円

　Ⅲ　時代の変化に対応できる職員の育成と組織の構築

　（1）職員の意識改革と能力向上

人材育成・女性活躍推進事業
理想の職員像の実現に向けた研修会の開催や、職場を超えた
政策提案機会を創出する制度の実施、資格取得などへの支援

65 万 1,000 円

　（2）組織構造の改革

職員採用事業
福祉系学部がある大学との連携強化およびホームページ掲載
情報の改善など、受験者の増加につながる取り組みを実施

120 万 2,000 円

　Ⅳ　持続可能な財政基盤の構築

　（1）健全な財政運営の推進

一般財源枠配分方式による予
算編成の実施

一般財源見込額を各部局に配分する手法に、財政調整基金や
新たな自主財源も加味した一般財源枠配分方式を取り入れ、
柔軟で戦略的な発想による持続可能な行財政運営を推進

－

ＳＭＳ催促システム導入事業
市税の収納率向上と催告に係る業務の効率化を図るため、携
帯電話にショートメッセージを送信するシステムを導入

27 万 2,000 円

企業版ふるさと納税 企業版ふるさと納税に係る企業と行政のマッチング業務を委託 （歳入）100 万円

公有財産の有効活用および遊
休財産の処分等

公有財産の積極的な有効活用や利用計画のない普通財産の計
画的な処分を推進し、自主財源を確保

（歳入）
2,689 万 8,000 円

ふるさと光応援寄附金 ふるさと納税ポータルサイトへの情報掲載、業務支援を委託（歳入）3,000 万円

　（2）公共施設マネジメントの推進

街路照明適正化事業 街路照明適正化に伴う危険街路照明を計画的に撤去 1,694 万 1,000 円

旧塩田コミュニティセンター
解体事業

旧塩田コミュニティセンターを解体 2,020 万円

市営住宅の計画的用途廃止
虹川住宅の解体と東領家住宅跡地などの売却に向けた測量登
記などを実施

2,399 万 8,000 円

広報ひかり　令和 6年 5月号

行財政構造改革推進プランに基づく
主な取り組み

※ 6 ～ 9 頁に掲載した事業と重複
　するものは除いています。

令和 6年度予算の概要
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第
1
回
光
市
議
会
（
3
月
定
例

会
）
が
2
月
20
日
か
ら
3
月
21
日

ま
で
の
31
日
間
の
会
期
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

こ
の
議
会
で
は
、
光
市
一
般
会

計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計

の
令
和
6
年
度
予
算
の
ほ
か
、
令

和
5
年
度
の
補
正
予
算
や
施
設
一

体
型
小
中
一
貫
や
ま
と
学
園
施
設

整
備
基
本
計
画
の
策
定
な
ど
に
つ

い
て
審
議
さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し

た
。
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

□
令
和
6
年
度
予
算

詳
し
く
は
4
～
10
頁
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

□
令
和
5
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
11
号
）

歳
入
歳
出
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
１

億
５
５
０
２
万
５
０
０
０
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を
２
５
６
億

１
７
１
７
万
円
と
し
ま
し
た
。

□
令
和
5
年
度
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

歳
入
歳
出
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

７
８
２
０
万
１
０
０
０
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を
54
億
７

６
４
８
万
２
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

□
令
和
5
年
度
介
護
保
険
特
別
会

計
補
正
予
算
（
第
4
号
）

歳
入
歳
出
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

１
億
３
０
１
８
万
６
０
０
０
円

（
保
険
事
業
勘
定
１
億
２
９
５
８

万
６
０
０
０
円
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
事
業
勘
定
60
万
円
）
を
減
額

し
、
予
算
の
総
額
を
57
億
９
６

２
３
万
４
０
０
０
円
（
保
険
事

業
勘
定
57
億
８
４
１
０
万
２
０

０
０
円
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

勘
定
１
２
１
３
万
２
０
０
０
円
）

と
し
ま
し
た
。

□
令
和
5
年
度
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

歳
入
歳
出
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

３
５
２
３
万
５
０
０
０
円
を
減

額
し
、
予
算
の
総
額
を
11
億
２

８
３
２
万
６
０
０
０
円
と
し
ま

し
た
。

□
光
市
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例

犯
罪
被
害
者
等
基
本
法
に
基
づ

き
、
犯
罪
被
害
者
等
の
支
援
に
関

す
る
基
本
理
念
と
施
策
の
基
本
と

な
る
事
項
を
定
め
ま
し
た
。

□
光
市
行
政
財
産
使
用
料
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

行
政
財
産
の
使
用
料
に
つ
い

て
日
割
計
算
を
可
能
と
し
ま
し

た
。

□
光
市
立
保
育
所
設
置
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例

3
月
31
日
を
も
っ
て
光
市
立
み

た
ら
い
保
育
園
を
閉
園
す
る
こ
と

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
行
い
ま

し
た
。

□
光
市
介
護
保
険
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

第
9
期
光
市
介
護
保
険
事
業

計
画
の
実
施
に
伴
い
、
介
護
保

険
料
の
改
定
な
ど
を
行
い
ま
し

た
。

□
光
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例

戸
籍
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
戸

籍
謄
本
等
の
広
域
交
付
等
が
開
始

さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改

正
を
行
い
ま
し
た
。

□
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
や
ま
と

学
園
施
設
整
備
基
本
計
画
の
策
定

現
在
の
大
和
中
学
校
の
場
所

に
、
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
や
ま

と
学
園
を
新
設
・
供
用
開
始
す
る

た
め
、
施
設
一
体
型
小
中
一
貫
や

ま
と
学
園
施
設
整
備
基
本
計
画
を

策
定
し
ま
し
た
。

□
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦

6
月
30
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
庄
本
周
史
氏
の
後
任
と
し

て
、
桝
野
統
胤
氏
を
推
薦
す
る
こ

と
を
提
案
し
、同
意
さ
れ
ま
し
た
。

□
光
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例

地
方
税
法
な
ど
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
令
和
6
年
能
登
半
島
地
震

災
害
に
係
る
雑
損
控
除
額
な
ど
の

特
例
に
係
る
所
要
の
改
正
を
行
い

ま
し
た
。

令和6年度予算案などが可決されました

3月定例会　主な議決内容について



12広報ひかり　令和 6年 5月号

市職員の給与・定員管理等の状況

問総務課人事係 　☎0833‒72‒1402

総括

職員の平均給与月額、初任給等の状況　（令和 5年 4月 1日現在）

（注 1）「平均給料月額」とは、各職種ごとの

　　　職員の基本給の平均です。

（注 2）「平均給与月額」とは、給料月額と毎

　　　月支払われる扶養手当、住居手当、時

　　　間外勤務手当などの諸手当の額を合計

　　　したものです。また、（　）内の額は、

　　　時間外勤務手当、特殊勤務手当などの

　　　手当を除いた額を合計したものです。

職員の平均年齢、平均給料月額および平均給与月額の状況

職員の初任給の状況 職員の経験年数・学歴別平均給料月額の状況

ラスパイレス指数（注 3）の状況

人件費の状況（普通会計決算） 職員給与費の状況（普通会計決算）（注 1、注 2）

（注 1) 職員数は、令和 4年 4月 1日現在の人数です。

（注 2) 職員手当には退職手当を含みません。

（注 3) ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与  

　　　水準を 100 とした場合の地方公務員の給与水

　　　準を示す指数（各年 4月 1日現在）です。

※ 12 頁から 14 頁までの記事では単位表示未満を四      

　捨五入して掲載しています。

区分 令和 4年度

住民基本台帳（令和 5年 1月 1日） 49,461 人

歳出額　Ａ 23,183,022 千円

実質収支 1,038,242 千円

人件費　Ｂ 3,322,927 千円

人件費率Ｂ／Ａ 14.3％

（参考）令和 3年度の人件費率 14.6％

区分 令和 4年度

職員数　Ａ 347 人

給与費

給料 1,269,126 千円

職員手当 215,104 千円

期末・勤勉手当 490,592 千円

計　Ｂ 1,974,822 千円

1人当たりの給与費Ｂ／Ａ 5,691 千円

区分 平均年齢 平均給料月額 平均給与月額

光市

一般

行政職

42.9 歳 317,082 円 377,043 円（347,425 円）

山口県 43.2 歳 322,901 円 395,689 円（348,062 円）

国 42.4 歳 322,487 円 ー　　　（404,015 円）

区分 光市 山口県 国

一般

行政職

大学卒 185,200 円 192,800 円 185,200 円

高校卒 154,600 円 159,700 円 154,600 円

区分
経験年数
10 年

経験年数
20 年

経験年数
25 年

一般

行政職

大学卒 253,500 円 359,775 円 381,075 円

高校卒 217,800 円 300,500 円 339,200 円
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市職員の給与や定員管理等の状況について透明性を高め、市民の皆さんに

　より一層ご理解をいただくため、その概要をお知らせします

一般行政職の級別職員数等の状況　（令和 5年 4月 1日現在）

職員の手当の状況

（注）　1  光市の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。

　　　2  「基準となる職務」とは、それぞれの級の分類の基準となる職務の         

         内容です。

退職手当（令和 5年 4月 1日現在）

令和 5年 令和 4年

（注）「1人当たり平均支給額」とは、令和 4年度に退職した職員に支給された平均額です。

（注）（　）内は、再任用職員に係る支給割合です。

一般職給料表等級別基準職務表 級別構成比

期末手当・勤勉手当

0

20

40

60

80

100
区分 基準となる職務 職員数

8級 困難な業務を所掌する部長の職務 3人

7級 部長および部次長の職務 10 人

6 級 課長および課長補佐の職務 45 人

5 級 係長および主任主査の職務 78 人

4 級 主査の職務 70 人

3 級 主任の職務 40 人

2 級 主事、技師および参事の職務 38 人

1 級 定型的な業務を行う職務並びに主事補および技師補の職務 16 人

区分 光市 山口県 国

1人当たりの平均支給額（令和 4年度） 1,414 千円 1,675 千円 ー

支給割合（令和 4年度）
期末手当 2.4 月分（1.35 月分） 2.4 月分（1.35 月分） 2.4 月分（1.35 月分）

勤勉手当 2月分（0.95 月分） 2月分（0.95 月分） 2月分（0.95 月分）

加算措置の状況
（職制上の段階、職務の級等による加算措置）

役職加算　5％～ 20％ 役職加算　 5％～ 20％
管理職加算 15％～ 25％

役職加算　 5％～ 20％
管理職加算 10％～ 25％

光市 自己都合 応募認定等・定年

勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分

勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分

勤続 30 年 39.7575 月分 47.709 月分

最高限度 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2％～45％加算）

1人当たり平均支給額 2,489 千円 22,498 千円

国 自己都合 応募認定等・定年

勤続 20 年 19.6695 月分 24.586875 月分

勤続 25 年 28.0395 月分 33.27075 月分

勤続 30 年 39.7575 月分 47.709 月分

最高限度 47.709 月分 47.709 月分

その他の加算措置 定年前早期退職特例措置（2％～45％加算）

1人当たり平均支給額 ー ー
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特殊勤務手当（令和 5年 4月 1日現在）

時間外勤務手当（休日勤務手当を含む。）

その他手当（令和5年 4月 1日現在）

特殊勤務手当支給実績

手当の名称 主な支給対象職員 主な支給対象業務 支給単価

徴収手当
収納対策課職員 市税の徴収および滞納処分

300 円／日
各徴収担当職員 市営住宅使用料、下水道使用料、介護保険料などの徴収

行旅病人、死亡人等

収容手当

福祉総務課職員
行旅病人の収容 1,600 円／回

行旅死亡人の収容 4,000 円／回

環境事業課、環境政策課職員 犬、猫などの死体の処置および捕獲の補助業務 500 円／体

防疫手当

感染症防疫作業に従事する職

員（福祉総務課、健康増進課

など）

感染症防疫作業 500 円／回

福祉事務手当 社会福祉主事 福祉に関する現地調査 7,400 円／月

職務手当

環境事業課職員 ごみ収集業務 300 円／日

深山浄苑職員 し尿処理業務 500 円／日

下水道課職員
下水道課に勤務する職員で汚水が流入している管渠およ

び排水設備の調査、検査
300 円／日

建築住宅課 建築住宅課に勤務する職員で市営住宅の維持補修 300 円／日

用地交渉手当

公用地の取得または損失補償

のためその交渉に正規の勤務

時間外に従事する職員

公用地の取得または損失補償のためその交渉に正規の勤

務時間外に従事
300 円／日

異常気圧内作業手当 下水道課職員 下水道課に勤務する職員で圧搾空気内で行う作業 300 円／日

令和 4年度
決算額

令和 3年度
決算額

支給実績 103,783 千円 98,413 千円

1人当たり

平均支給年額
332 千円 311 千円

支給実績

（令和 4年度決算）

職員全体に占める

手当支給職員の割

合（令和 4年度）

支給職員 1人当た

り平均支給年額

（令和 4年度決算）

手当の種類

（手当数）

2,450 千円 20.7％ 31,406 千円 7

手当の名称 内容および支給単価
国制度との差異と

その内容
支給実績

（令和 4年度決算）

支給職員 1人当た

りの平均支給年額

（令和 4年度決算）

扶養手当

扶養親族のある職員に支給
配偶者：6,500 円
( 職務の級が 8級である職員 3,500 円 )
子：10,000 円
父母等：6,500 円
※満 16 歳に達する年度から満 22 歳に達する年度
までの子には１人につき 5,000 円加算

国の制度と同じ 39,993 千円 240,924 円

住居手当 持家　3,000 円
借家　上限 29,000 円（家賃等に応じ）

借家上限
28,000 円 30,861 千円 137,160 円

通勤手当
交通機関利用者　運賃等の相当額（上限 55,000 円）
自動車等利用者　3,000 円～ 43,300 円（片道 2km
以上を距離に応じ 17 区分）

自動車等利用者 2,000
円～ 31,600 円
（距離に応じ 13 区分）

23,596 千円 77,113 円

管理職手当

管理または監督の地位にある職員に対して支給
部長職の職員　46,100 円または 44,400 円
部次長級の職員　　40,200 円
課長級の職員　　　33,500 円
課長補佐級の職員　25,200 円

手当額
46,300 円～ 130,300 円 26,772 千円 418,313 円

管理職員

特別勤務手当

管理または監督の地位にある職員が臨時または緊
急の必要により週休日などに勤務した場合に支給
（平日深夜の場合は半額）
部長級の職員　　　8,000 円
課長級の職員　　　6,000 円
課長補佐級の職員　4,000 円

組織、官職の違いによ
り 6,000 円～ 18,000 円
（平日深夜の場合は
3,000 円～ 6,000 円）

782 千円 12,820 円

単身赴任手当

赴任によりやむを得ず単身生活をすることとなっ
た職員で、赴任前の住居から勤務場所までの距離
が一定以上の職員に対して支給
基礎額 30,000 円に距離に応じ、8,000 円～ 70,000
円を加算

国の制度と同じ 実績なし 実績なし
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特別職の報酬等の状況　（令和5年 4月 1日現在）

職員数の状況

部門別職員数の状況と主な増減理由（各年4月 1日現在）

職員数（病院局・水道局除く。）の推移

（注）　1　職員数は一般職に属する職員数です。
　　　2 　【　　】内は、条例定数の合計です。

年齢別職員構成の状況（令和5年 4月 1日現在）

（注）各年度の職員数と採用者数は 4月1日現在、退職者数

　　 は 3月31日現在の数字です。

区分 給料月額等

給料
市長　  864,000 円

副市長　707,000 円

報酬

議長　  456,000 円

副議長　399,000 円

議員　  370,000 円

区分 給料月額等

期末手当

市長
副市長

（令和 4年度支給割合）　　　　　　4.35 月分

議長
副議長
議員

（令和 4年度支給割合）　　　　　　3.30 月分

退職手当

市長
（算定方式）                     　（支給時期）

864,000 円×在籍月数× 56.5 ／ 100（任期ごと）

副市長
（算定方式）                     　（支給時期）

707,000 円×在籍月数× 36 ／ 100（任期ごと）

区分 職員数 区分 職員数

20 歳未満 0 44 歳～ 47 歳 107

20 歳～ 23 歳 64 48 歳～ 51 歳 106

24 歳～ 27 歳 85 52 歳～ 55 歳 87

28 歳～ 31 歳 72 56 歳～ 59 歳 49

32 歳～ 35 歳 91 60 歳以上 38

36 歳～ 39 歳 64 計 859

40 歳～ 43 歳 96

　　　　　　区分   
部門　

令和 4年 令和 5年
対前年
増減数

主な増減の理由

普
通
会
計
部
門

一
般
行
政
部
門

議会 5 5 ー

総務 97 91 △ 6 一部事業の縮小

税務 29 27 △ 2 一部事業の縮小

民生 71 71 ー

衛生 40 38 △ 2 一部事業の縮小

労働 0 0 ー

農林水産 24 24 ー

商工 10 12 2 業務増

土木 36 39 3 業務増

計 312 307 △ 5

教育部門 35 37 2 業務増

小計 347 344 △ 3

公
益
企
業
会
計
等
部
門

病院 404 419 15 業務増

水道 35 36 1 業務増

下水道 10 10 ー

国民健康保険 7 7 ー

介護保険 13 14 1 業務増

その他 29 29 ー

小計 498 515 17

合計 845【961】 859【961】 14

区分 職員数 退職者数 採用者数

令和 05 年度 375 8 11

令和 04 年度 377 11 14

令和 03 年度 378 18 4

令和 02 年度 384 12 10

平成 31 年度 386 20 11
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問健康増進課（あいぱーく光）　☎0833-74-3007

予防接種を忘れずに受けましょう

問健康増進課（あいぱーく光）　☎0833-74-3007

こ
ど
も
の
予
防
接
種

※
対
象
年
齢
を
超
え
る
と
定
期
外

接
種
と
な
り
、
有
料
（
全
額
自
己

負
担
）
と
な
り
ま
す
。

【
定
期
接
種
を
受
け
る
に
は

予
診
票
が
必
要
で
す
】

無
料
（
公
費
負
担
）
で
予
防
接

種
を
受
け
る
に
は
、
市
が
交
付
し

た
予
診
票
が
必
要
で
す
。
医
療
機

関
に
予
診
票
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
予
診
票
を
持
参
せ
ず
に
予
防
接

種
を
受
け
た
場
合
は
、
全
額
自
己

負
担
と
な
り
ま
す
。

※
予
診
票
が
な
い
人
は
、
母
子
健

康
手
帳
を
ご
準
備
の
上
、
健
康
増

進
課
の
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

予
防
接
種
に
は
、
予
防
接
種
法

に
基
づ
く
定
期
接
種
と
、
医
師
と

相
談
し
て
接
種
す
る
任
意
接
種
が

あ
り
ま
す
。

定
期
接
種
の
対
象
年
齢
の
人

は
、
県
内
の
受
託
医
療
機
関
で
左

表
の
と
お
り
無
料
（
公
費
負
担
）

で
接
種
で
き
ま
す
。

※
受
託
医
療
機
関
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

□
予
診
票
の
配
付
方
法

▪
乳
幼
児
、
そ
の
他

母
子
健
康
手
帳
交
付
時
お
よ
び

転
入
手
続
き
時
な
ど

▪
小
学
4
年
生
（
日
本
脳
炎
第
2

期
）、
小
学
6
年
生
（
二
種
混
合
）

学
校
な
ど
を
通
じ
て

▪
中
学
1
年
生
（
平
成
23
年
4
月

2
日
か
ら
平
成
24
年
4
月
1
日
生

ま
れ
の
女
子
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
））

予
診
票
と
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
自

宅
へ
郵
送

種類
接種対象年齢（学年）

　　 ※公費負担対象
接種
回数

ロタウイルス
感染症

ロタテック
生後 6週 0日から
生後 32 週 0 日まで

3回

ロタリックス
生後 6週 0日から
生後 24 週 0 日まで

2回

Ｈｉｂ感染症

生後 2か月～ 5歳未満

接種開始年
齢により異
なる
（最大 4回）小児の肺炎球菌

感染症

Ｂ型肝炎 生後 1歳未満 3回

5種混合

生後 2か月～ 7歳 6か月未満

4回

4種混合

三種混合
接種状況に
より異なる
（最大4回）

不活化ポリオ

ＢＣＧ 生後 1歳未満 1回

水痘
（みずぼうそう）

生後 12 か月～ 36 か月未満 2回

麻しん風しん
（第 1期）

生後 12 か月～ 24 か月未満 1回

麻しん風しん
（第 2期）

小学校就学前の 1年間
（保育園・幼稚園等の年長児）

1回

日本脳炎
（第 1期）

生後 6か月～ 7歳 6か月未満 3回

平成 16 年 4 月 2 日～
平成 19 年 4 月 1 日生まれの人
※ 20 歳未満の人

未接種分

日本脳炎
（第 2期）

9歳以上～ 13 歳未満

1回平成 16 年 4 月 2 日～
平成 19 年 4 月 1 日生まれの人
※ 20 歳未満の人

二種混合
小学 6年生
※ 13 歳の誕生日前日まで

1回

ヒトパピローマ
ウイルス感染症

中学 1 年生～高校 1 年生相当およ
び平成 9 年度から平成 19 年度生
まれの女子
※令和 7 年 3 月 31 日で公費負担
　終了

接種状況に
より異なる
（最大3回）
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□高齢者の肺炎球菌感染症予防接種実施医療機関

高
齢
者
の
肺
炎
球
菌

　
　
　

感
染
症
予
防
接
種

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

▪
定
期
接
種
の
対
象
と
な
る
の

は
生
涯
で
一
度
限
り
で
す
。

▪
過

去

に

ワ

ク

チ

ン

名

「
ニ
ュ
ー
モ
バ
ッ
ク
ス
Ｎ
Ｐ
」

を
接
種
し
た
人
は
対
象
外
で

す
。

肺
炎
球
菌
に
よ
る
肺
炎
を
予
防

す
る
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種
を
実

施
し
ま
す
。

希
望
す
る
人
は
期
間
内
に
接
種

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

□
対
象

①
65
歳
の
人

※
65
歳
の
誕
生
日
の
前
日
か
ら
66

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で

②
①
以
外
の
60
歳
以
上
の
人
で
、

心
臓
、
腎
臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま

た
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に

よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
害
が
あ

り
、
日
常
生
活
が
極
度
に
制
限
さ

れ
る
人
（
お
お
む
ね
身
体
障
害
者

手
帳
1
級
に
相
当
）

□
接
種
場
所

下
表
の
と
お
り

※
市
外
で
接
種
す
る
場
合
は
、
各

医
療
機
関
に
実
施
の
有
無
を
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□
費
用

２
８
５
０
円

※
生
活
保
護
受
給
者
は
無
料
で

す
。

□
持
参
物

▪
生
年
月
日
、
住
所
が
確
認
で
き

る
も
の（
保
険
証
や
免
許
証
な
ど
）

▪
高
齢
者
予
防
接
種
手
帳
（
所
持

者
の
み
）

▪
接
種
券
（
65
歳
の
誕
生
月
の
月

末
に
送
付
し
ま
す
。
）

地区
地域

医療機関 電話番号 予約

室積・
牛島

たけなか医院 78-0074 要

田村医院 79-1231

平岡医院 79-1500

牛島診療所 79-3197 要

光井

市川医院 72-5700 要

ひかり腎泌尿器科クリニ
ック

48-5000 要

広田医院 71-0225 要

松島こどもクリニック 74-2552 要

島田

いのうえ内科クリニック 74-2211 要

多田クリニック 74-2960 要

光中央病院 72-0676 要

吉村医院 71-0111 要

大和 光市立大和総合病院 48-2111 要

地区 医療機関 電話番号 予約

浅江

あきよし心療内科クリニ
ック

74-1177 要

梅田病院 71-0084 要

兼清外科 71-0800 要

河内山医院 71-1040 要

佃医院 71-0816 要

光内科消化器科 72-0010

ひかり医院 74-1223 要

ひかり皮フ科クリニック 74-1112 要

みちがみ病院 72-3332 要

守友医院 71-2010

やまて小児科・アレルギ
ー科

72-5041 要

光市立光総合病院 72-1000 要

三井 河村循環器神経内科 77-0606

周防 光武医院 77-3800 要 ※局番　大和地域…0820　その他…0833
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省エネルギー製品の購入などを補助します

　家庭の脱炭素化を推進するとともに、物価、エネルギー価格の高騰による電気料金などの負担を軽減する

ため、エアコンおよび冷蔵庫を省エネ性能の高い製品に買い替える費用や、省エネ住宅、設備などの導入費

用を補助します。詳しくは市 をご覧ください。

□受付期間

　5月 8日㈬～令和 7年 2月 28 日㈮

※予算の範囲内での先着順です。

▪エコスタイルサポート補助金（事前申請が必要）

▲市（エコスタイル
サポート補助金）

▲市（省エネ家電買替
応援キャンペーン）

□対象製品・設備および条件

▪省エネ家電買替応援キャンペーン（4月25日㈭以降に買い替えた製品が対象）

対象製品・設備 対象者 補助額（上限額）

エアコン（省エネルギー基準達成
率 100％以上）

自らが居住する住宅に対象製品
を設置した人
市内の事業者から購入し、購入
後 6 年以上経過した家電を「家
電リサイクル法」に基づき適正
に処分した人

対象家電の購入費（税抜）の 1/4
（上限額：5万円 /世帯）
※申請は 1 世帯 1 回（これまでに
本補助金の交付を受けていない世
帯）に限る。

冷蔵庫（省エネルギー基準達成率
100％以上）

対象製品・設備 対象者 補助額（上限額）

ＺＥＨ

市内の自らが居住する住宅とし
て、国のＺＥＨ補助金の交付決
定を受けた住宅の新築や新築建
売を購入する人

一律 10 万円

断熱材（国の補助金の対象製品で
あること） 市内の自らが居住する既存住宅

の設備を対象設備にリフォーム
する人
* の設備は市内の事業者で工事
を行う人（断熱材と併せて工事
を行う場合は、市外の事業者で
の工事も可）

購入、設置に要する経費（税抜）
が10万円以上のもの（一律5万円）

玄関扉（国の補助金の対象製品で
あること）*

複層ガラス・二重サッシ（既存の
複層ガラス・二重サッシの交換で
ないこと）*

ＬＥＤ照明設備

市内の自らが居住する既存住宅
の照明設備（ＬＥＤ照明設備を
除く。）をＬＥＤ照明設備に交
換する人
市内の事業者から購入する人

購入・設置に要する経費（税抜）
の 2/3（上限額：5 万円※基数に
より異なる。）
※再度の交付を受ける人の上限金
額は、交付済の補助額との合計で
5万円まで

宅配ボックス
市内の自らが居住する既存住宅
に設置する人
市内の事業者から購入する人

【固定型】購入、設置に要する経
費（税抜）の 1/2（上限：2万円）

【簡易型】購入、設置に要する経
費（税抜）の 1/2（上限：5,000 円）

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

▪

問環境政策課環境政策係
　　☎ 0833-72-1465
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な
り
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ

い
。

□
提
出
期
限

8
月
31
日
㈯
（
消
印
有
効
）

本
件
を
装
っ
た
特
殊
詐
欺

な
ど
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

市
や
国
の
職
員
な
ど
が

Ａ
Ｔ
Ｍ
の
操
作
や
手
数
料

な
ど
の
現
金
の
振
り
込
み

を
求
め
る
こ
と
は
絶
対
に

あ
り
ま
せ
ん
。

物価高騰対応重点支援臨時給付金
（住民税均等割のみ課税世帯分）を給付します

□
対
象
者

令
和
5
年
12
月
1
日
時
点
で

市
に
住
民
票
が
あ
り
、
令
和
5

年
度
分
の
住
民
税
が
均
等
割
の

み
課
税
さ
れ
て
い
る
世
帯

※
住
民
税
課
税
者
に
全
員
が
扶

養
さ
れ
て
い
る
世
帯
は
対
象
外

で
す
。

□
給
付
額

1
世
帯
10
万
円

□
給
付
金
の
申
請
方
法

市
か
ら
受
給
権
者（
世
帯
主
）

宛
に
確
認
書
を
郵
送
し
ま
す
の

で
、
内
容
を
確
認
し
、
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
返
信
用
封
筒

で
返
送
し
て
く
だ
さ
い
。

世
帯
内
に
住
民
税
申
告
が
未

申
告
の
人
が
い
る
な
ど
、
確
認

書
が
届
か
な
い
人
は
、
申
請
書

に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
添

付
書
類
と
と
も
に
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※
申
請
書

は
市

か

ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
す

る
か
、
窓

口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

添
付
書
類
は
状
況
に
よ
り
異 ▲市

申し込み・問合せ

福祉総務課福祉総務係

（あいぱーく光）

〒 743-0011

　光井二丁目 2-1

☎ 0833-74-3000

デ
フ
レ
完
全
脱
却
の
た
め
の
総
合
経
済
対
策
を
踏
ま
え
、
令
和
5

年
度
住
民
税
の
均
等
割
の
み
課
税
の
世
帯
に
対
し
、
1
世
帯
あ
た
り

10
万
円
を
給
付
し
ま
す
。

こども家庭センターきゅっとを開設しました

全
て
の
妊
産
婦
と
子
育
て
世
帯
、
こ
ど
も
へ
の
支
援
体
制
を
強
化

す
る
た
め
、
母
子
保
健
と
児
童
福
祉
の
相
談
支
援
部
門
を
一
体
化
し

た
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
き
ゅ
っ
と
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

□
相
談
内
容
（
例
）

・
予
期
せ
ぬ
妊
娠
で
、
誰
に
も

相
談
で
き
ず
困
っ
て
い
る

・
初
め
て
の
妊
娠
な
の
で
不
安

・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
が
上
手

に
で
き
な
い

・
赤
ち
ゃ
ん
の

体
重
が
増
え
て

い
る
か
心
配

・
赤
ち
ゃ
ん
の
お
世
話
で
家
事

に
手
が
回
ら
な
い

・
眠
れ
な
い

・
子
育
て
が
つ

ら
い

・
身
近
に
助
け
て
く
れ
る
人
が

い
な
い

・
こ
ど
も
を
た

た
い
て
し
ま
っ

た・
こ
と
ば
の
発
達
が
遅
れ
て
い

る
の
か
心
配

※
こ
ど
も
自
身
や
ひ
と
り
親

の
人
の
相
談
も
お
受
け
し
ま

す
。

□
相
談
窓
口
と
問
い
合
せ
先

▪
こ
ど
も
家
庭
課（
9
番
窓
口
）

▪
家
庭
相
談
係

こ
ど
も
に
関
す
る
総
合
相

□
そ
の
他
の
手
続
き
な
ど

▪
こ
ど
も
政
策
課
（
8
番
窓
口
）

▪
保
育
係

保
育
所
、
幼
稚
園
、
病
児

保
育
な
ど

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
５

▪
こ
ど
も
政
策
係

子
育
て
支
援
各
事
業
、
児

童
手
当
、
医
療
費
助
成
制
度

（
乳
幼
児
、
こ
ど
も
、
ひ
と
り

親
）、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
チ
ャ
イ
ベ
ビ
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
）、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー

ト
・
セ
ン
タ
ー
、
わ
か
ば
児

童
館
な
ど

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
９

談
、
児
童
虐
待
な
ど

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
５
９
１
０

ひ
と
り
親
に
関
す
る
相
談
、

児
童
扶
養
手
当
な
ど

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
６

▪
母
子
保
健
係

母
子
健
康
手
帳
交
付
、
妊
産

婦
・
乳
幼
児
健
診
、
不
妊
・
不

育
相
談
な
ど

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
１
１
０
８
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第17回春のばら祭を開催します
（5月4日㈷～19日㈰）

問冠山総合公園
　　☎0833-74-3311
※開催期間中、休園日なし

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ロ
ー
ズ
、
オ
ー
ル
ド
ロ
ー
ズ
な
ど
約
３
３
０
種
、

約
１
４
０
０
株
の
ば
ら
が
優
雅
で
美
し
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
。

※
ば
ら
祭
期
間
中
の
土
・
日
曜
日
、
祝
・
休
日
は
入
園
料
を
い
た
だ
き

ま
す
（
中
学
生
以
下
は
無
料
）。

※
雨
天
の
場
合
は
内
容
変
更
や

中
止
を
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

※
詳
し
く
は

光
地
区
消
防

組
合

を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

問光地区消防組合消防本部総務課
　 ☎0833-74-5601

第 22 回消防まつり 

光
地
区
消
防
組
合
の
発
足
50
周
年
を
記
念
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
火
災
予
防
に
つ
い
て
考
え
ま

せ
ん
か
。

✿駐車場のご案内

※当日は、指定した車両以外は

　会場内に駐車できません。

※来場の際は、上図の 4か所の

　駐車場をご利用ください。

※聖光高校グラウンドはスポー

　ツ館側から進入してください。

※緑ケ丘団地や近隣店舗などに

　は駐車しないでください。

聖光高等学校
グラウンド市役所

学校給食
　センター

武田薬品工業㈱
厚生会館

国道188 号

虹ケ丘森ケ峠線

Ｐ

Ｐ

Ｐ

Ｐ

□
日
時

5
月
12
日
㈰

10
時
15
分
～

15
時

□
会
場

光
地
区
消
防
組
合
消
防
本
部

□
主
な
イ
ベ
ン
ト

▪
餅
ま
き
、
大
抽
選
会

▪
フ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
体
験

▪
パ
ル
ク
ー
ル
教
室

▪
は
し
ご
車
搭
乗
体
験

▪
消
防
車
両
見
学

▪
煙
体
験

▪
応
急
手
当
体
験

▪
ぬ
り
え

▪
出
店
・
売
店

（
う
ど
ん
、
焼
き
そ
ば
、
ポ
ッ

プ
コ
ー
ン
な
ど
）

▲光地区消防組合

光地区消防組合発足 50 周年記念

✿墨州会第 12 回水墨画展
▪日時　5月 3日㈷～ 7日㈫　9時～ 17 時（最終日
　は 15 時）
▪場所　研修室

✿母の日ステンシルバッグ作り（募集）
▪日時　5月 4日㈷　11 時～ 14 時
▪場所　休憩所
▪講習料　800 円
▪申込方法　当日受付（電話予約可）

✿子どもの日ふらわーあれんじめんと教室（募集）
▪日時　5月 5日㈷　11 時～ 14 時
▪場所　休憩所
▪対象者　高校生以下 15 名（講習料 600 円）
▪申込方法　当日受付（電話予約可）

✿ばらの苗木 900 円くじ
▪日時　5月 5日㈷　11 時～、14 時～
▪場所　ローズガーデン
▪定員　各回 50 人（先着） ※各回 1 家族 1 回

✿楽画喜展
▪日時　5 月 11 日㈯、12 日㈰　10 時～ 17 時（最
　終日は 16 時）
▪場所　研修室
▪ワークショップ　リース作り体験　5 月 11 日㈯
　10 時～　12 時、10 人（材料費 600 円）

✿光オープンガーデン 2024
▪日時　5月 12 日㈰　9時～ 16 時
▪内容　個人オーナーの善意で開放される庭を地図
　を片手に各自で巡ります。
▪参加費　1,000 円
▪申込方法　当日受付時間内（9 時～ 14 時）に冠
　山総合公園管理事務所でお申し込みください。
※「個人オーナー」の庭園に立ち入りますので、見
　学マナーを守ってください。詳しくはお問合せく
　ださい。

✿ちょっと大きな絵手紙展
▪日時　5月 17 日㈮～ 19 日㈰　9時～ 17 時（最終
　日は 16 時）
▪場所　研修室

✿ばら祭ミニコンサート　※雨天中止
▪日時　5月 19 日㈰　13 時～ 14 時
▪場所　ローズガーデン
▪出演
　13 時～　ギターにこレシピ（ギターと二胡）
　13 時 30 分～　アスタ・ラ・ビスタ（アルパ）
▪その他　コンサート終了後、お楽しみ抽選会
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子育て応援事業所（おっぱい応援団）を募集します

□
募
集
資
格

市
内
に
事
業
所
を
有
す
る
法

人
ま
た
は
個
人

□
募
集
事
業
所
数

20
事
業
所
程
度
（
応
募
多
数

の
場
合
は
抽
選
）

□
広
告
掲
載
料

５
０
０
０
円
／
枠

□
応
募
方
法

こ
ど
も
政
策
課
に
備
え
付
け

ま
た
は
市

掲
載
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を

記
入
の
上
、

ご
応
募
く
だ

さ
い
。

□
申
込
期
限

5
月
17
日
㈮
（
必
着
）

□
備
考

▪
特
典
シ
ー
ト
は
出
生
時
と

1
・
2
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る

こ
ど
も
が
い
る
家
庭
へ
誕
生

カ
ー
ド
と
併
せ
て
配
布
し
ま

す
。

▪
7
月
か
ら
配
布
を
開
始
し
、

有
効
期
限
は
、
令
和
7
年
12
月

31
日
ま
で
と
な
り
ま
す
。

▪
「
子
育
て
応
援
事
業
所
」
は
、

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
「
チ
ャ

イ
ベ
ビ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
に
事

業
所
の
広
告
や
ポ
ス
タ
ー
な
ど

特
典
付
き
事
業
広
告
を
と
り
ま
と
め
た
「
特
典
シ
ー
ト
」
に
掲
載

す
る
子
育
て
応
援
事
業
所
を
募
集
し
ま
す
。

問こども政策課こども政策係（あいぱーく光）　☎ 0833-74-3009

特典シート（記載例）

▪料金割引

▪ポイント加算

▪景品の提供

▪事業所の紹介

　　　　　など 誕生カード

を
設
置
で
き
ま
す
（
有
効
期
間

内
で
あ
れ
ば
何
度
で
も
設
置
可

能
）。
詳
し
く
は
市

で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

▲市

（市長からのお祝いメッセージ。特

典シートとともにお届けします。）

サッカー日本代表「菅
すがわらゆきなり

原由勢」
ジュニアサッカー教室の参加者募集

新
市
誕
生
20
周
年
を
記
念
し
、
オ
ラ
ン
ダ
1
部
リ
ー
グ
Ａ
Ｚ
ア
ル

ク
マ
ー
ル
所
属
で
日
本
代
表
の
菅
原
由
勢
さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
サ

ッ
カ
ー
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

□
対
象
者

市
内
に
通
学
す
る
小
学
4
～

6
年
生

□
日
時

6
月
1
日
㈯

10
時
～
12
時

（
受
付
9
時
15
分
～
）

※
開
会
式
9
時
45
分
～

□
会
場

光
ス
ポ
ー
ツ
公
園
第
2
球
場

※
雨
天
時
は
光
市
総
合
体
育
館

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

□
募
集
期
間

4
月
30
日
㈫
～
5
月
14
日
㈫

□
定
員

50
人

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

と
な
り
ま
す
。
抽
選
結
果
は
5

月
17
日
㈮
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

□
持
参
物

運
動
で
き
る
服
装
、
シ
ュ
ー

ズ
（
雨
天
時
室
内
シ
ュ
ー
ズ
）、

タ
オ
ル
、水
分
補
給
用
の
飲
料
、

サ
ッ
カ
ー
ボ
ー
ル

□
参
加
料

無
料

□
申
込
方
法

下
記
申
込
フ
ォ

ー
ム
か
ら
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

光市新市誕生 20 周年記念事業

□
募
集
要
項
設
置
場
所

市
総
合
体
育
館
、
大
和
総
合

運
動
公
園
、
光
ス
ポ
ー
ツ
公
園

□
そ
の
他

当
日
の
見
学
は
自
由
で
す
。

◀
申
込

フ
ォ
ー
ム

問合せ

市総合体育館

☎0833-72-9100
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問総務課人事係　　　　　　　　☎0833-72-1402

問病院局経営企画課　　　　　　☎0833-72-2728

問光地区消防組合総務課　　　　☎0833-74-5601
組織改編と職員の人事異動

さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
実
現
に
向

け
た
体
制
整
備
を
図
る
た
め
、
組

織
・
機
構
を
再
編
し
ま
し
た
。

【
総
務
部
】

防
災
庁
舎
の
建
設
が
完
了
し
た

こ
と
か
ら
防
災
危
機
管
理
課
防
災

指
令
拠
点
整
備
係
を
廃
止
し
ま
し

た
。

【
福
祉
総
務
部
】

子
育
て
家
庭
相
談
の
一
体
的
実

施
を
は
か
る
た
め
、
子
ど
も
家
庭

課
と
健
康
増
進
課
を
こ
ど
も
政
策

課
、
こ
ど
も
家
庭
課
、
健
康
増
進

課
に
再
編
し
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ

ン
接
種
対
策
室
を
廃
止
し
、
介
護

老
人
保
健
施
設
民
営
化
準
備
室
を

介
護
老
人
保
健
施
設
清
算
室
に
改

称
し
ま
し
た
。

【
教
育
委
員
会
】

施
設
一
体
型
小
中
一
貫
ひ
か
り

学
園
の
推
進
の
た
め
、
教
育
総
務

課
や
ま
と
学
園
推
進
係
を
ひ
か
り

学
園
推
進
課
ひ
か
り
学
園
推
進
係

に
改
編
し
ま
し
た
。

職
員
の
人
事
異
動

4
月
1
日
付
け
（

）
は
前
職

□
光
市
人
事
異
動

【部
長
級
】
▼
経
済
部
長

西
村
猛

（経

済
部
次
長
兼
農
林
水
産
課
長
）
▼
経
済

部
次
長
兼
商
工
振
興
課
長

佐
々
木
孝

高

（
企
画
調
整
課
長
兼
秘
書
室
長
）
▼

教
育
部
次
長
兼
教
育
総
務
課
長

加
川
卓

治

（
福
祉
保
健
部
次
長
兼
高
齢
者
支
援
課

長
）

【
課
長
級
】
政
策
企
画
部
▼
企
画
調
整
課

長
兼
秘
書
室
長

坪
根
学
（
公
共
交
通
政

策
課
長
）
環
境
市
民
部
▼
市
民
課
戸
籍
担

当
課
長

原
田
憲
一
（
市
民
課
戸
籍
担
当

係
長
）
福
祉
保
健
部
▼
高
齢
者
支
援
課
長

藤
岡
信
（
病
院
局
経
営
企
画
課
長
）
▼
高

齢
者
支
援
課
地
域
包
括
支
援
担
当
課
長
兼

基
幹
型
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼

西
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
所
長

小

熊
紀
美
恵
（
健
康
増
進
課
健
康
増
進
係
長
）

▼
こ
ど
も
政
策
課
保
育
指
導
担
当
課
長
兼

教
育
委
員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
幼
児
教

育
指
導
担
当
課
長

山
野
井
尚
子
（
子
ど

も
家
庭
課
保
育
指
導
担
当
課
長
兼
教
育
委

員
会
事
務
局
学
校
教
育
課
幼
児
教
育
指
導

担
当
課
長
兼
み
た
ら
い
保
育
園
長
）
こ
ど

も
家
庭
課
長

和
久
仁
美
（
子
ど
も
家
庭

課
子
ど
も
相
談
担
当
課
長
）
健
康
増
進
課

長

安
池
ま
さ
み
（
高
齢
者
支
援
課
地
域

包
括
支
援
担
当
課
長
兼
基
幹
型
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
所
長
兼
西
部
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
所
長
）
経
済
部
▼
農
林
水
産

課
長

影
土
井
洋
治
（
農
林
水
産
課
地
産

地
消
担
当
課
長
兼
農
政
係
長
）
農
林
水
産

課
技
術
担
当
課
長

岩
﨑
忠
志
（
道
路
河

川
課
施
設
係
長
）
都
市
政
策
部
▼
都
市
政

策
課
公
園
緑
地
担
当
課
長

山
本
健
一
郎

（
都
市
政
策
課
技
術
担
当
課
長
）
公
共
交

通
政
策
課
長

山
門
俊
郎
（
市
民
課
国
民

健
康
保
険
係
長
）
教
育
委
員
会
事
務
局
▼

ひ
か
り
学
園
推
進
課
長

吉
永
晋
太
郎
（
教

育
総
務
課
長
）

□
光
市
病
院
局
人
事
異
動

【
院
長
級
】
▼
大
和
総
合
病
院
長
兼
診
療

部
泌
尿
器
科
部
長
兼
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

長
兼
診
療
支
援
室
長

井
本
勝
彦
（
大
和

総
合
病
院
副
院
長
兼
診
療
部
長
兼
泌
尿
器

科
部
長
兼
医
療
技
術
部
長
兼
放
射
線
部
長

兼
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー
長
兼
診
療
支
援
室

長
）

【
副
院
長
級
】
▼
光
総
合
病
院
副
院
長
兼

診
療
部
長
兼
循
環
器
内
科
部
長
兼
医
療
技

術
部
長
兼
医
療
関
連
感
染
対
策
室
長
兼
医

療
情
報
管
理
室
長

中
村
安
真
（
光
総
合

病
院
副
院
長
兼
診
療
部
長
兼
循
環
器
内
科

部
長
兼
医
療
技
術
部
長
兼
医
療
関
連
感
染

対
策
室
長
）

【
部
長
級
】
▼
光
総
合
病
院
診
療
部
麻
酔

科
部
長
兼
手
術
室
部
長

歌
田
浩
二
（
光

総
合
病
院
麻
酔
科
部
長
）
▼
光
総
合
病
院

診
療
部
泌
尿
器
科
部
長
兼
透
析
室
部
長
兼

医
療
技
術
部
臨
床
工
学
部
長

赤
尾
淳
平

（
光
総
合
病
院
泌
尿
器
科
部
長
兼
透
析
室

部
長
）
▼
光
総
合
病
院
診
療
部
外
科
部
長

藤
田
雄
司
（
新
採
用
）
▼
大
和
総
合
病
院

診
療
部
長
兼
脳
神
経
外
科
部
長
兼
医
療
技

術
部
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部
長

吉
川

真
（
大
和
総
合
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
兼

臨
床
検
査
部
長
）
▼
大
和
総
合
病
院
診
療

部
総
合
診
療
科
部
長
兼
健
診
科
部
長
兼
医

療
技
術
部
長
兼
放
射
線
部
長

一
宮
正
道

（
大
和
総
合
病
院
総
合
診
療
科
部
長
兼
健

診
科
部
長
）
▼
大
和
総
合
病
院
診
療
部
内

科
部
長
兼
医
療
技
術
部
臨
床
検
査
部
長
兼

医
療
安
全
部
長

井
本
友
加
（
大
和
総
合

病
院
内
科
部
長
兼
医
療
安
全
部
長
）
▼
大

和
総
合
病
院
事
務
部
長

植
本
一
彦
（
大

和
総
合
病
院
事
務
部
次
長
兼
業
務
課
長
）

▼
大
和
総
合
病
院
医
療
技
術
部
薬
剤
部
長

猪
熊
健
二
（
大
和
総
合
病
院
薬
剤
部
長
兼

薬
剤
部
科
長
）
▼
管
理
部
次
長
兼
経
営
企

画
課
長

萬
治
貴
久
（
商
工
振
興
課
長
）

【
課
長
級
】
光
総
合
病
院
▼
医
療
技
術
部

臨
床
検
査
科
長

髙
謙
介
（
臨
床
検
査
科

主
任
）
▼
医
療
技
術
部
臨
床
工
学
科
長

田
中
文
康
（
臨
床
工
学
科
主
任
）
▼
看
護

部
副
看
護
部
長
兼
外
来
看
護
師
長

森
本

美
子
（
副
看
護
部
長
兼
3
Ｗ
病
棟
看
護

師
長
）
▼
看
護
部
2
Ｅ
病
棟
看
護
師
長

近

藤

や
よ
い
（
手
術
室
看
護
師
長
）
▼

看
護
部
3
Ｅ
病
棟
看
護
師
長

山
田
一
美

（
3
Ｅ
病
棟
看
護
師
長
兼
透
析
室
看
護
師

長
）
▼
看
護
部
3
Ｗ
病
棟
看
護
師
長

山

本
純
子
（
看
護
部
付
看
護
師
長
）
▼
看
護

部
4
Ｅ
病
棟
看
護
師
長

天
野
冴
子
（
2

Ｅ
病
棟
看
護
師
長
）
▼
看
護
部
透
析
室
看

護
師
長

中
本
美
穂
（
4
Ｅ
病
棟
看
護
師

長
）
看
護
部
手
術
室
看
護
師
長
垣
内
真
理

子
（
医
療
関
連
感
染
対
策
室
副
室
長
）
大

和
総
合
病
院
▼
事
務
部
業
務
課
長
兼
診
療

部
健
診
科
長
兼
医
療
情
報
管
理
室
長
・
介

護
老
人
施
設
清
算
室
長
併
任

中
本
信
一

（
介
護
老
人
保
健
施
設
民
営
化
準
備
室
長
）

▼
医
療
技
術
部
薬
剤
部
科
長

辰
巳
俊
之

（
薬
剤
部
主
任
）
▼
医
療
技
術
部
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長

舞
田
貴
之
（
リ
ハ

ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
主
任
）
▼
医
療
技
術

部
栄
養
科
長

吉
岡
満
美
（
栄
養
科
主
任
）

▼
看
護
部
中
央
2
階
病
棟
看
護
師
長

境

千
奈
美
（
ナ
イ
ス
ケ
ア
ま
ほ
ろ
ば
看
護
介

護
部
看
護
師
長
）
▼
看
護
部
中
央
4
階
病

棟
看
護
師
長

廣
兼
純
子
（
外
来
看
護
師

長
兼
手
術
室
看
護
師
長
）
▼
看
護
部
外
来

看
護
師
長
兼
手
術
室
看
護
師
長
兼
医
療
安

全
部
医
療
安
全
管
理
師
長

藤
井
美
樹
（
中

央
4
階
病
棟
看
護
師
長
兼
医
療
安
全
管
理

師
長
）

□
光
地
区
消
防
組
合
人
事
異
動

【
課
長
補
佐
級
】
▼
消
防
本
部
予
防
課
課

長
補
佐

芝
田
竜
也
（
同
指
導
係
長
）
▼

消
防
本
部
警
防
課
課
長
補
佐

久
保
英
之

（
中
央
消
防
署
第
1
警
備
隊
隊
長
）
▼
中

央
消
防
署
副
署
長
兼
東
出
張
所
所
長

平

木
仁
（
中
央
消
防
署
副
署
長
兼
警
備
係
長
）

▼
中
央
消
防
署
副
署
長
兼
北
出
張
所
所
長

兼
警
備
係
長

棟
近
法
之
（
中
央
消
防
署

第
2
警
備
隊
隊
長
）
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みたらい保育園が閉園

3月 23 日㈯　みたらい保育園

　昭和47年 4月の開園以来、地域に愛されてき

たみたらい保育園が3月末をもって閉園しました。

　保育園最後の卒園式では、6人の園児が将来

の夢を発表し巣立ちました。続いて行われた閉

園式では、会場いっぱいに地域の人々や卒園生

たちが集い、感謝の気持ちに包まれながら、惜

しまれつつ 52年の歴史に幕を下ろしました。

　周南公立大学の学生と担当教員が「光市の〇〇

（まるまる）を探せ！」をテーマに、まちの隠れた

特性などを調査研究し、市長に報告しました。

　自然豊かで子育てしやすい環境が若い世代に

認知されていないことを発見し、魅力発信によ

る新たな可能性について提案がありました。
※ＰＢＬ…プロジェクト型課題解決学習

官学連携事業ＰＢＬの成果報告会

3月 28 日㈭　市役所

束荷の伊藤公記念公園に、年齢や能力、障が

いの有無などに関わらず一緒に遊べる「インク

ルーシブ遊具」、島田の新町公園には、大和総

合運動公園と同様、新たに「バスケットゴール」

を設置しました。

　誰もが自由に利用することができますので、

マナーを守って楽しくご利用ください。
※新町公園でボールは貸し出していません。

　　伊藤公記念公園ほか　3月 27 日㈬

公園に新たな遊具などを整備

　「光みやげ室積どらやきどら象さん」が開発

され、市を PR する逸品「光セレクション」と

して認定されました。

  象鼻ケ岬や普賢寺の象にちなんだ商品で、牛

島の塩を練り込んだあんこなどを使用した手焼

きのどら焼きです。

　お土産やおもてなしなどにご活用ください。

光セレクション認定式
3月 15 日㈮　市役所

市長「わ」日記

市川市長が参加した行事については、一部を市 で紹介しています。

まちの話題　HIKARI CITY TOPICS
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24広報ひかり　令和 6年 5月号

光市役所代表番号　☎ 0833-72-1400
※平日 8 時 30 分～ 17 時 15 分の間は、各担当
　直通の電話番号をご利用ください。

https://www.city.hikari.lg.jp/

HIKARI CITY INFORMATIONHIKARI CITY INFORMATION

情報ひろば（3月末現在）

人口数 48,594（-161）
男性数 23,231（-78）
女性数 25,363（-83）
世帯数 23,521 （  -2）
※（　）内は

　前月からの増減

人のうごき

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

申
請
を
サ
ポ
ー
ト

5
月
1
日
㈬
～
令
和
7
年
2
月

28
日
㈮
の
期
間
中
、
次
の
申
請
サ

ポ
ー
ト
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く

は
市

を
ご
覧

い
た
だ
く
か
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
サ
ポ
ー
ト
（
常
時
）

○
日
時

開
庁
日
の
8
時
30
分
～

17
時

○
場
所

市
役
所
1
階
（
1
番
窓

口
）

●
出
張
申
請
サ
ポ
ー
ト（
要
申
込
）

企
業
や
団
体
な
ど
、
希
望
の
場

所
へ
出
張
し
ま
す
。

相
続
登
記
申
請
の
義
務
化

4
月
1
日
か
ら
、
所
有
者
の
死

亡
に
よ
る
不
動
産
の
相
続
な
ど
、

不
動
産
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら

3
年
以
内
に
登
記
の
申
請
が
必
要

と
な
り
ま
し
た
。

正
当
な
理
由
な
く
違
反
し
た
場

合
、
10
万
円
以
下
の
過
料
が
科
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く

は
法
務
省

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
山
口
地
方
法
務
局
周
南
支
局

☎
０
８
３
４
‐
２
８
‐
０
２
４
４

●
申
請
・
交
付
臨
時
窓
口
開
設
日
時

○
平
日

各
月
第
3
水
曜
日

19

時
ま
で
延
長

○
休
日

各
月
第
2
日
曜
日

9

時
～
12
時

問
市
民
課
戸
籍
住
民
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
２
１

医
師
の
着
任

【
光
総
合
病
院
】

外
科
に
、
藤
田
雄
司
医
師
が
着

任
し
ま
し
た
。

問
光
総
合
病
院
総
務
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
０
０
０

【
大
和
総
合
病
院
】

院
長
に
、
井
本
勝
彦
医
師
が
就

任
し
ま
し
た
。

問
大
和
総
合
病
院
業
務
課

☎
０
８
２
０
‐
４
８
‐
２
１
１
１

外科

藤田雄司医師

院長

井本勝彦医師

浄
化
槽
設
置
費
用
の

一
部
を
補
助

市
内
の
公
共
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
地
域
に
お
い
て
、
浄

化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助
し

て
い
ま
す
。
対
象
地
域
な
ど
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
対
象

自
ら
の
居
住
を
目
的
と

し
た
家
屋
に
令
和
7
年
3
月
7
日

ま
で
に
設
置
な
ど
を
完
了
す
る
人

●
補
助
金
額

5
人
槽
／
33
万
２

０
０
０
円
、
7
人
槽
／
41
万
４
０

０
０
円
、
10
人
槽
／
54
万
８
０
０

危
険
な
空
き
家
の
除
却

費
用
の
一
部
を
補
助

老
朽
化
な
ど
で
倒
壊
な
ど
の
危

険
性
が
あ
り
、
放
置
す
る
こ
と
で

周
辺
の
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
お
そ
れ
が
あ
る
空
き
家
を
除

却
（
解
体
）
す
る
場
合
、
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。
補
助
内
容

な
ど
詳
し
く
は

市

を
ご
覧
い

た
だ
く
か
お
問

い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

●
受
付
期
間

5
月
1
日
㈬
～
10

月
31
日
㈭

●
対
象

一
戸
建
て
、
長
屋
建
て

の
木
造
ま
た
は
軽
量
鉄
骨
造
で
延

べ
床
面
積
の
2
分
の
1
以
上
が
居

住
用
の
家
屋

※
令
和
7
年
2
月
28
日
㈮
ま
で
に

解
体
し
、
敷
地
を
「
更
地
」
に
す

る
こ
と
。

●
補
助
金
額

補
助
対
象
経
費
の

3
分
の
1
、
上
限
50
万
円

※
家
財
道
具
な
ど
の
処
分
お
よ
び

浄
化
槽
の
撤
去
費
用
な
ど
は
除
く
。

●
受
付
件
数

先
着
で
5
戸
程
度

（
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
）

●
申
請
者

所
有
者
、
相
続
人
な

ど
の
個
人
（
法
人
は
不
可
）

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
５
２

０
円

●
受
付
件
数

先
着
で
20
基
程
度

（
予
算
額
に
達
し
次
第
終
了
）

※
設
置
工
事
は
必
ず
補
助
金
交
付

決
定
後
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
政
策
課
環
境
保
全
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
６
６

▲市

▲市

▲法務省
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軽
自
動
車
税
の
減
免

身
体
な
ど
に
障
害
が
あ
る
人

（
対
象
者
）
は
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
に
申
請
に
よ
り
軽
自

動
車
税
（
種
別
割
）
の
減
免
を
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
減
免

を
受
け
て
い
る
人
で
も
、
車
両
変

更
を
し
た
場
合
は
申
請
手
続
き
が

必
要
で
す
。

※
障
害
の
程
度
に
よ
り
、
減
免
の

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
市

を
ご
覧
い
た

だ
く
か
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
減
免
対
象
（
普
通
自
動
車
を
含

め
て
1
人
1
台
に
限
る
）

①
対
象
者
が
所
有
し
て
い
る
軽
自

動
車
な
ど

※
対
象
者
の
み
で
構
成
さ
れ
る
世

帯
の
場
合
は
、
こ
の
人
を
常
時
介

護
し
て
い
る
人
が
、
対
象
者
の
た

め
に
運
転
す
る
場
合
も
含
む
。

②
対
象
者
の
同
一
生
計
者
が
所
有

し
、
対
象
者
の
通
院
・
通
学
な
ど

に
利
用
す
る
軽
自
動
車
な
ど

③
対
象
者
が
利
用
し
や
す
い
構
造

に
な
っ
て
い
る
軽
自
動
車
な
ど

●
申
請
に
必
要
な
も
の

納
税
通

知
書
、
身
体
障
害
者
手
帳
、
療
育

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
な
ど
、
車
検
証
、
運
転
免
許
証
、

納
税
義
務
者
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
ま
た
は
通
知
カ
ー
ド

※
②
は
同
一
生
計
で
あ
る
こ
と

と
、
通
院
・
通
学
な
ど
を
確
認
で

き
る
書
類
（
診
察
券
、
学
生
証
な

ど
）

●
申
請
期
限

5
月
31
日
㈮

●
申
請
場
所

市
役
所
税
務
課
市

民
税
係
、
大
和
支
所
住
民
福
祉
課

問
税
務
課
市
民
税
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
３
９

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会

け
ん
ぽ
）
の
特
定
健
診

40
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
加
入
者

を
対
象
に
特
定
健
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
対
象
者
に
は
協
会
け
ん

ぽ
か
ら
受
診
券
を
お
送
り
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
受
診
券
に
同
封

Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
が

Ａ
Ｍ
を
休
止

山
口
放
送
Ｋ
Ｒ
Ｙ
ラ
ジ
オ
は
、
音

質
や
災
害
へ
の
強
さ
な
ど
を
考
慮

し
、
Ａ
Ｍ
局
の
運
用
を
5
月
27
日

か
ら
7
月
29
日
の
間
に
段
階
的
に

休
止
し
て
Ｆ
Ｍ
局
へ
変
わ
り
ま
す
。

Ｆ
Ｍ
放
送
の
周
波
数
は
瀬
戸
内

海
側
92
・
3
㎒
、
日
本
海
側
86
・

4
㎒
で
す
。

問
山
口
放
送
ラ
ジ
オ
編
成
部

☎
０
８
３
４
‐
３
２
‐
１
８
７
２

光
総
合
病
院
の
採
用
試
験

（
看
護
師
）

●
試
験
日

6
月
1
日
㈯

●
試
験
方
法

作
文
、
面
接

●
試
験
会
場

光
総
合
病
院

●
採
用
予
定
人
数

①
10
人
程
度

（
令
和
7
年
4
月
1
日
採
用
）

②

2
人
程
度
（
令
和
6
年
度
随
時
採

用
）

●
申
込
期
限

5
月
22
日
㈬
17
時

※
受
験
資
格
や
申
込
書
類
な
ど
は

病
院
局

を

ご
確
認
く
だ

さ
い
。

問
病
院
局
管
理
部
経
営
企
画
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
２
７
２
８

光
総
合
病
院
（
施
設
見
学
申
込
）

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
０
０
０ ▲病院局

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に

加
入
の
皆
さ
ん
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
保
険
料

が
次
の
と
お
り
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

●
均
等
割
額

５
万
７
０
１
２
円

●
所
得
割
率

11
・
52
％

※
前
年
所
得
か
ら
基
礎
控
除
額
を

除
い
た
金
額
が
58
万
円
以
下
の
人

は
10
・
71
％
（
令
和
6
年
度
の
み
）

●
一
人
あ
た
り
の
保
険
料
上
限
額

80
万
円

※
昭
和
24
年
3
月
31
日
以
前
に
生

ま
れ
た
人
な
ど
は
73
万
円
（
令
和

6
年
度
の
み
）

●
保
険
料
の
均
等
割
額
軽
減
所
得

基
準
（
そ
れ
ぞ
れ
令
和
5
年
中
の
世

帯
合
計
所
得
に
よ
る
）

○
2
割
軽
減

43
万
円
＋
（
54
・

5
万
円
×
被
保
険
者
数
）
以
下

○
5
割
軽
減

43
万
円
＋
（
29
・

5
万
円
×
被
保
険
者
数
）
以
下

○
7
割
軽
減

43
万
円
以
下

問
市
民
課
年
金
・
高
齢
者
医
療
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
２
８

問
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

事
務
局
業
務
課
資
格
・
保
険
料
係

（
制
度
や
保
険
料
に
関
す
る
質
問
）

☎
０
８
３
‐
９
２
１
‐
７
１
１
１

の
案
内
文
書
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。受

診
の
際
は
事
前
に
健
診
実
施

機
関
に
予
約
の
上
、
受
診
券
と
健

康
保
険
証
を
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く

だ
さ
い
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会
山
口
支
部

保
健
グ
ル
ー
プ

☎
０
８
３
‐
９
７
４
‐
１
５
０
１

J
ア
ラ
ー
ト
全
国
一
斉

　
　
　
　
　

情
報
伝
達
試
験

●
日
時

5
月
22
日
㈬

11
時
頃

●
内
容

防
災
行
政
無
線
屋
外
拡

声
子
局
か
ら
の
放
送
、

市
メ
ー
ル

配
信
サ
ー
ビ
ス
に
よ
る
配
信
、

市

公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る
配
信

※
伝
達
内
容
に

つ
い
て
は
市

を
ご
確
認
く
だ

さ
い
。　
　
　
　
　

問
防
災
危
機
管
理
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
０
３ ▲市

▲市

████ 情報ひろば
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休
日
に
税
金
の
納
付
や

納
付
相
談
が
で
き
ま
す

●
日
時

5
月
25
日
㈯

9
時
～

16
時

●
場
所

市
役
所
収
納
対
策
課

行
政
書
士
無
料
相
談

（
要
予
約
）

●
日
時

6
月
7
日
㈮

9
時
～

12
時

●
場
所

市
役
所
3
階
会
議
室

●
相
談
内
容

遺
産
相
続
、遺
言
、

農
地
法
、
内
容
証
明
な
ど

●
申
込
方
法

5
月
31
日
㈮
以
降

に
電
話
（
9
時
～
17
時
）
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

問
県
行
政
書
士
会
周
南
支
部

☎
０
８
３
３
‐
７
７
‐
３
３
３
６

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

（
要
予
約
）

●
日
時

5
月
23
日
㈭

9
時
～

12
時
（
一
人
30
分
程
度
）

●
場
所

市
役
所
3
階
会
議
室

●
定
員

先
着
6
人

●
相
談
内
容

多
重
債
務
（
サ
ラ

金
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
）
、
不
動
産
登
記
、

訴
訟
手
続
、
成
年
後
見
な
ど

※
多
重
債
務
は
、
事
前
記
入
事
項

が
あ
り
ま
す
。
予
約
時
に
お
申
し

出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

5
月
16
日
㈭
8
時

30
分
以
降
に
電
話
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
土
・
日
曜
日
を
除
く
。

問
生
活
安
全
課
市
民
相
談
係

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
５
２

●
内
容

税
金
（
市
県
民
税
、
固

定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
、
国
民

健
康
保
険
税
）
の
納
付
や
税
金
の

納
付
相
談

問
収
納
対
策
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
４
７

ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
学
習
会

【
キ
ー
ボ
ー
ド
の
文
字
入
力
習
得
】

●
日
時

5
月
15
日
㈬

13
時
30

分
～
15
時
30
分

●
内
容

キ
ー
ボ
ー
ド
で
文
字
入

力
や
簡
単
な
文
章
作
成

●
対
象
者

パ
ソ
コ
ン
初
心
者

●
持
参
物

パ
ソ
コ
ン

【
ス
マ
ホ
の
便
利
な
ア
プ
リ
を
活
用
】

●
日
時

5
月
29
日
㈬

13
時
30

分
～
15
時
30
分

●
内
容

生
活
に
役
立
つ
ア
プ
リ

の
使
い
方
を
学
ぶ

●
対
象
者

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
っ
て
い
る
人

●
持
参
物

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

【
共
通
事
項
】

◎
場
所

地
域
づ
く
り
支
援
セ
ン

タ
ー

◎
募
集
人
数

各
回
先
着
8
人

◎
参
加
費

1
０
０
０
円

◎
申
込
方
法

4
月
26
日
㈮
以
降

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
３
４
４
７

要
約
筆
記
者
養
成
講
座

●
日
時

6
月
9
日
㈰
～
12
月
8

日
㈰

10
時
～
17
時
（
全
24
回
）

●
場
所

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ

ン
タ
ー
な
ど

●
対
象

県
内
在
住
者
で
要
約
筆

記
に
よ
る
聴
覚
障
害
者
な
ど
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
の
習

得
に
熱
意
の
あ
る
人

●
募
集
人
数

20
人
程
度

●
受
講
料

４
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
）

●
持
参
物

パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス
の

み
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
（
Ｗ
ｉ
ｎ
ｄ

ｏ
ｗ
ｓ
10
以
上
）
お
よ
び
Ｌ
Ａ
Ｎ

ケ
ー
ブ
ル

●
申
込
期
限

5
月
27
日
㈪
必
着

●
申
込
方
法

福
祉
総
務
課
に
備

え
付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
返
信
用
封
筒
を
同
封
の

上
、
郵
送
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。問

県
聴
覚
障
害
者
情
報
セ
ン
タ

ー
（
山
口
市
鋳
銭
司
南
原
２
３
６

４
‐
１
）

☎
０
８
３
‐
９
８
５
‐
０
６
１
１

FAX
０
８
３
‐
９
８
５
‐
０
６
１
３

●
開
設
日

5
月
13
日
㈪
、
21

日
㈫
、
31
日
㈮

●
時
間

20
時
ま
で

●
場
所

市
役
所
収
納
対
策
課

●
取
扱
業
務

市
税
等
の
収
納

お
よ
び
納
付
相
談

郵
便
局
で
市
税
等
を
納
付
す

る
場
合
の
郵
便
振
替
用
紙
は
、

収
納
係
に
備
え
付
け
て
い
ま
す
。

問
収
納
対
策
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
４
７

昼
間
、
金
融
機
関
な
ど
に
行

く
こ
と
が
で
き
な
い
人
は
、
夜

間
で
も
水
道
料
金
の
納
付
が
で

き
ま
す
。

な
お
、
納
期
限
ま
で
に
お
支

払
い
い
た
だ
け
な
い
と
き
は
、

給
水
を
停
止
し
ま
す
。

●
開
設
日

5
月
28
日
㈫

●
時
間

21
時
ま
で

●
場
所

水
道
局
業
務
課

☎
０
８
３
３
‐
７
１
‐
０
７
０
０



2727

◎
固
定
資
産
税　
　
　

1
期

◎
軽
自
動
車
税　
　
　

全
期

問
収
納
対
策
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
４
４
７

5
月
の
納
期

次
の
税
の
納
期
限
は
5
月

31
日
㈮
で
す
。

※
市
税
等
の
納
付
は
口
座
振

替
が
便
利
で
す
。
市
役
所
、

大
和
支
所
、
各
出
張
所
で
も

受
け
付
け
で
き
ま
す
。

◆ 問合せ ☎080-4556-4030（担当：事務局田中）

虹の鯉のぼりプロジェクト
東日本大震災を忘れないように、中学生の

想いを忘れないように虹ケ浜海岸に約 140 匹
の鯉のぼりを掲揚するプロジェクトです。
◆ 掲揚期間　４月 27日㈯～ 5月 5日㈰

※27日㈯は設置作業を行います

虹
ケ
浜
海
水
浴
場
監
視
員

虹
ケ
浜
海
水
浴
場
で
の
遊
泳
監

視
や
案
内
所
業
務
な
ど
に
従
事
す

る
監
視
員
（
会
計
年
度
任
用
職
員
）

を
募
集
し
ま
す
。

●
対
象

18
歳
以
上
（
高
校
生
を

除
く
。
）

●
業
務
内
容

遊
泳
者
の
監
視
や

海
岸
の
清
掃
な
ど

●
期
間

7
月
13
日
㈯
～
8
月
18

日
㈰

9
時
30
分
～
17
時
30
分

（
週
5
日
程
度
）

●
募
集
人
数

5
人
程
度

●
申
込
方
法

履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
写
真
を
添
付
し

て
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
限

5
月
17
日
㈮
ま
で

●
選
考
方
法

面
接

●
備
考

詳
し

い
条
件
な
ど
は
、

市

を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

問
観
光
・
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ

ョ
ン
推
進
課

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
５
３
２ ▲市

身
体
障
害
者
補
助
犬
受
給
者

●
応
募
資
格

次
の
全
て
の
項
目

に
該
当
す
る
人

○
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を

受
け
て
お
り
、
補
助
犬
の
種
類

ご
と
に
要
件
を
満
た
し
、
補
助

犬
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
人

▪
盲
導
犬

視
覚
障
害
者
で
、
そ

の
障
害
の
程
度
が
1
級
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
人

▪
介
助
犬

肢
体
不
自
由
者
で
、

そ
の
障
害
の
程
度
が
1
級
も
し
く

は
2
級
ま
た
は
こ
れ
に
準
ず
る

人▪
聴
導
犬

聴
覚
障
害
者
で
、
そ

の
障
害
の
程
度
が
2
級
ま
た
は
こ

れ
に
準
ず
る
人

○
山
口
県
に
1
年
以
上
居
住
し
、

4
月
1
日
時
点
で
18
歳
以
上
の
人

○
住
居
内
で
補
助
犬
と
と
も
に
生

活
し
、
そ
の
飼
育
が
可
能
な
人

○
補
助
犬
と
の
共
同
訓
練
ま
た
は

合
同
訓
練
が
可
能
な
人

●
募
集
人
数

県
内
で
4
人

●
申
込
期
限

5
月
31
日
㈮

問
福
祉
総
務
課
障
害
福
祉
係

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
０
１

県
営
住
宅
入
居
者

●
募
集
住
宅

5
月
1
日
㈬
以
降
に

市
建
築
住
宅
課
に
備
え
付
け
の
募
集

状
況
一
覧
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
申
込
期
間

5
月
20
日
㈪
～
31

日
㈮
（
消
印
有
効
）

●
申
込
方
法

市
建
築
住
宅
課
に

備
え
付
け
の
申
込
書
、
封
筒
で
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
抽
選
日
・
場
所
】

●
抽
選
日

6
月
7
日
㈮

●
場
所

県
周
南
総
合
庁
舎

●
そ
の
他

今
回
の
募
集
で
申
込

者
が
募
集
戸
数
を
下
回
っ
た
団
地

は
、
再
募
集
を
行
う
予
定
で
す
。

入
居
資
格
な
ど

詳
し
く
は
財
団

を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

問
一
般
財
団
法
人
山
口
県
施
設

管
理
財
団
周
南
支
所

☎
０
８
３
４
‐
２
７
‐
６
７
８
０ ▲財団

な
か
よ
し
広
場

【
親
子
ヨ
ガ
】

●
日
時

5
月
29
日
㈬

10
時
30

分
～
11
時
30
分

●
場
所

あ
い
ぱ
ー
く
光

●
対
象

市
内
居
住
の
乳
幼
児
と

そ
の
保
護
者

●
講
師

藤
井
千
絵
さ
ん

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
あ
い

ぱ
ー
く
光
）

☎
０
８
３
３
‐
７
４
‐
３
０
３
０

看
護
週
間
の
イ
ベ
ン
ト

看
護
週
間
（
5
月
12
日
㈰
～
18

日
㈯
）
に
あ
わ
せ
て
イ
ベ
ン
ト
を

行
い
ま
す
。

●
日
時

5
月
14
日
㈫

9
時
～

12
時

●
場
所

光
総
合
病
院

●
内
容

各
種
測
定
、
手
洗
い
体

験
、
物
忘
れ
チ
ェ
ッ
ク
、
演
奏
会
、

パ
ネ
ル
展
示
な
ど

問
光
総
合
病
院

☎
０
８
３
３
‐
７
２
‐
１
０
０
０

████ 情報ひろば
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施設の
掲示板

★
冠

か
ん
む

リ
コ
ー
の
森

森
林
保
全
活
動

森
林
保
全
活
動
に
参
加
し
て
、

冠
山
総
合
公
園
の
豊
か
な
自
然
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時

6
月
1
日
㈯

9
時
～

11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）

●
集
合
場
所

イ
ベ
ン
ト
広
場

●
内
容

冠
山
総
合
公
園
お
よ
び

隣
接
す
る
市
有
地
森
林
の
保
全
活

動①
森
林
整
備
（
枝
打
ち
、草
刈
り
、

ご
み
拾
い
な
ど
）

②
自
然
教
室
（
冠
山
総
合
公
園
の

自
然
に
つ
い
て
学
ぶ
、
木
工
教
室

な
ど
）

●
持
参
物

帽
子
、
軍
手
、
水
筒
、

タ
オ
ル
な
ど

※
半
袖
半
ズ
ボ
ン
や
サ
ン
ダ
ル
な

ど
、
肌
が
露
出
す
る
服
装
は
避
け

て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
方
法

5
月
24
日
㈮
ま
で

に
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎
休
園
日

第
2
・
第
4
水
曜
日

★
あ
か
ち
ゃ
ん
運
動
教
室

あ
か
ち
ゃ
ん
体
操
で
活
発
幼
児

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

●
日
時

5
月
20
日
㈪
、
6
月
10

日
㈪
、
7
月
8
日
㈪
、
9
月
9
日

㈪
、
10
月
21
日
㈪

10
時
～
11
時

●
場
所

総
合
体
育
館

●
対
象

6
か
月
～
3
歳
児
と
そ

の
保
護
者

※
首
が
す
わ
っ
て
い
る
こ
と

●
募
集
人
数

各
日
先
着
30
組

●
持
参
物

動
き
や
す
い
服
装
、

バ
ス
タ
オ
ル
1
枚
、
水
分
補
給
用

の
飲
料
（
ふ
た
付
き
、
赤
ち
ゃ
ん

用
）、
赤
ち
ゃ
ん
の
好
き
な
お
も

ち
ゃ
、
抱
っ
こ
紐

●
参
加
費

６
０
０
円
／
回
（
全

5
回
）

●
申
込
方
法

申
込
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

◎
休
館
日

毎
月
第
4
木
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

▲申込フォーム

◎
休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
祝
・

休
日
の
場
合
は
翌
日
、
大
和
分
館

は
祝
・
休
日
の
場
合
は
月
曜
日
、

そ
の
翌
日
と
も
に
休
館
）、
第
2

木
曜
日

★
新
刊
案
内

【
一
般
書
】

に
っ
ぽ
ん
桜
め
ぐ
り

（
深
澤
武
）

上
手
に
「
自
分
の
気
持
ち
」
を
出

す
方
法　
　
　
　
　

（
竹
内
成
彦
）

【
児
童
書
】

う
ち
の
ピ
ー
マ
ン（
柴
田
ケ
イ
コ
）

の
り
も
の
い
っ
ぱ
い（
青
山
邦
彦
）

ほ
か

★
第
52
回
市
民
夏
季
大
学

●
講
師
・
演
題

○
第
2
講
座

野
々
村
友
紀
子
さ

ん
（
放
送
作
家
）

「
強
く
生
き
る
た
め
の
ヒ
ン
ト
～

野
々
村
友
紀
子
が
伝
え
た
い
人
生

で
大
事
な
こ
と
～
」

○
第
3
講
座

コ
ウ
ケ
ン
テ
ツ
さ

ん
（
料
理
研
究
家
）

「
キ
ッ
チ
ン
か
ら
は
じ
ま
る
家
族

の
絆
～
食
を
通
し
て
人
が
世
界
が

つ
な
が
る
～
」

●
開
講
日
時

○
第
2
講
座

7
月
26
日
㈮

開
演
18
時
30
分
～

◎
休
館
日

毎
週
月
曜
日

○
第
3
講
座

8
月
8
日
㈭

開
演
18
時
30
分
～

●
共
通
券
（
4
月
27
日
㈯
発
売
開
始
）

一
般
２
０
０
０
円
、
文
高
会
員
・

学
生
１
５
０
０
円
、
障
害
者
１
０

０
０
円

●
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

市
民
ホ
ー
ル
、

文
化
セ
ン
タ
ー
、
市
役
所
、
大
和

支
所
、
各
出
張
所
な
ど

※
第
1
講
座
に
つ
い
て
は
調
整
中

の
た
め
、
市
広
報
6
月
号
に
詳
細

を
掲
載
し
ま
す
。

★
映
画
上
映
会「
お
終
活

熟
春
！

人
生
、
百
年
時
代
の
過
ご
し
方
」

●
日
時

6
月
14
日
㈮

①
10
時

30
分
～

②
14
時
～

●
チ
ケ
ッ
ト
（
発
売
中
）

一
般
１
０
０
０
円
（
当
日
１
３
０

０
円
）
、ペ
ア
券
１
６
０
０
円
（
前

売
の
み
）、
高
校
生
以
下
５
０
０

円
（
当
日
券
の
み
）

★
光
市
新
市
誕
生
20
周
年
記
念
事
業

「
き
か
ん
し
ゃ
ト
ー
マ
ス

フ
ァ

ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

新
ソ

ド
ー
島
の
た
か
ら
も
の

ニ
ア
編
」

●
日
時

8
月
25
日
㈰

①
11
時

30
分
～
（
開
場
11
時
）

②
14
時

～
（
開
場
13
時
30
分
）

●
チ
ケ
ッ
ト（
5
月
25
日
㈯
発
売
）

一
般
３
３
０
０
円
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

券
３
０
０
０
円
（
4
枚
以
上
ま
と

め
て
購
入
の
場
合
）

※
3
歳
未
満
児
は
保
護
者
1
人
に

つ
き
1
人
膝
上
無
料
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つばき祭りつばき祭り
★★

P

椿窯

美土里陶房
伊保木コミュニ
ティセンター 伊保木

バス停
国道 188 号線

海至室積 至柳井

P
登り窯地図

伊保木コミュニティセンター
椿窯
美土里陶房 周辺

★
勝
岡
れ
い
子
と
仲
間
た
ち

　
　
　
　

パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
作
品
展

●
会
期

5
月
9
日
㈭
～
11
日
㈯

9
時
～
17
時
（
最
終
日
は
15
時
30

分
ま
で
）

★
レ
ン
タ
ル
ア
ー
ト
展

●
期
間

5
月
11
日
㈯
～
6
月
30

日
㈰

9
時
～
17
時

★
創
美
展

●
期
間

5
月
15
日
㈬
～
19
日
㈰

9
時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時

ま
で
）

★
第
7
回
光
市
書
道
連
盟
展

●
期
間

5
月
24
日
㈮
～
26
日
㈰

9
時
～
17
時
（
最
終
日
は
16
時

ま
で
）

◎
入
館
料

２
６
０
円
／
団
体

（
20
人
以
上
）
２
０
０
円
（
高
校

生
以
下
・
障
害
者
手
帳
持
参
の
人

と
介
護
者
1
人
は
無
料
）

◎
休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
祝
・

休
日
の
場
合
は
翌
日
）
、
第
1
火

曜
日

◎
休
館
日

毎
週
月
曜
日
、
祝
・

休
日
、
第
1
火
曜
日

◎
入
浴
料

市
内
大
人
５
１
０

円
、
市
内
65
歳
以
上
４
１
０
円
、

市
内
小
学
生
以
下
３
１
０
円
、
3

歳
未
満
無
料

◎
休
館
日

毎
週
月
曜
日
（
祝
・

休
日
の
場
合
は
翌
日
）

★
光
紙
芝
居
定
期
上
演

●
日
時

5
月
18
日
㈯

14
時
～

15
時

●
演
題

「
ニ
ジ
ガ
ハ
マ
ギ
ク
」

（
浅
江
の
お
話
）

◎
休
館
日

毎
週
火
曜
日

★
家
族
ふ
れ
あ
い
の
日

in
周
防
の
森
ロ
ッ
ジ

毎
月
第
3
日
曜
日
は
ロ
ッ
ジ
の
施

設
な
ど
を
無
料
で
利
用
で
き
ま
す
。

【
①
施
設
無
料
開
放
】

●
日
時

5
月
19
日
㈰

9
時
～

16
時

●
対
象

市
民
ま
た
は
市
内
通

勤
・
通
学
者
と
そ
の
家
族

●
定
員

15
家
族
程
度
（
先
着
）

【
②
パ
ン
作
り
体
験
】

●
日
時

5
月
19
日
㈰

10
時
～

13
時

●
対
象

市
民
ま
た
は
市
内
通

勤
・
通
学
者
と
そ
の
家
族

●
定
員

10
家
族
程
度
（
先
着
）

●
参
加
費

1
家
族
１
2
０
０
円

（
フ
ォ
カ
ッ
チ
ャ
2
種
類
と
ス
ー

プ
を
作
り
ま
す
）

★
郷
土
館
端
午
の
節
句

●
会
期

4
月
27
日
㈯
～
5
月
5

日
㈷

★
手
描
友
禅
展

●
会
期

5
月
3
日
㈷
～
15
日
㈬

●
展
示
者

井
上
孝
子
さ
ん
ほ
か

★
心
に
響
く
東
方
メ
ロ
デ
ィ

～
二
胡
の
調
べ
～

●
日
時

5
月
11
日
㈯

13
時
30

分
～
15
時
30
分

●
入
館
料

無
料

●
出
演

ハ
イ
ネ
ー
ズ
二
胡
楽
団

★
古
着
で
作
る
は
が
き
掛
け
教
室

●
日
時

6
月
15
日
㈯

①
9
時

～
12
時

②
13
時
～
16
時

●
講
師

吉
村
博
子
さ
ん

●
募
集
人
数

各
回
6
人

●
参
加
費

１
５
０
０
円（
材
料
費
）

●
持
参
物

鉛
筆
、布
切
ば
さ
み
、

も
の
さ
し
（
30
セ
ン
チ
）

●
申
込
方
法

5
月
26
日
㈰
ま
で

に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
希

望
時
間
を
記
入
の
上
、
往
復
は
が

き
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
（
当

日
消
印
有
効
）。
希
望
が
多
い
場
合

は
抽
選
と
し
ま
す
。

●
観
覧
料

無
料（
入
浴
は
有
料
）

問
光
紙
芝
居
（
末
岡
）

☎
０
８
０
‐
３
８
９
１
‐
８
９
４
０

●
申
込
期
間

①
②
と
も
に
4
月

28
日
㈰
～
5
月
17
日
㈮
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✿問合せ
●
☎
●
☎

問徳山年金事務所国民年金課　　☎ 0834-31-2152

※電話は自動音声応答です。音声案内に従い、最

　初は「2」を押し、次も「2」を押してください。

詳しくは

国民年金保険料の学生納付特例制度

問環境事業課ごみ・リサイクル対策係　☎0833-72-1471
https://www.city.hikari.lg.jp/life_scene/lifescene_garbage/3r/index.html

詳しくは

ひ か りネ ッ ト

Ｒeuse net Ｈikari

※上記以外にも、子供服や絵本などがあります。

【譲りたいものの一部を紹介　【】内は登録番号】

✿リユースキッズひかり

◀【98】ベビーカー

【譲りたいものの一部を紹介　【】内は登録番号】

【譲ってほしいものの一部を紹介　【】内は登録番号】

※ 18 歳以上の人が利用できます。（営利目的不可）

※交渉が成立している場合がありますので、ご了承ください。

【1】火鉢【2】聖光高等学校男子のネクタイ

【57、58】五月人形

　「学生納付特例制度」とは、本人の所得が一定額以下の場合、在学期間

の国民年金保険料の納付が猶予される制度です。

〇申請に必要な物

▪基礎年金番号がわかるものまたはマイナンバーが確認できる書類

▪在学証明書（原本）または学生証のコピー（有効期間が分かるもの）

〇対象校

▪大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支援学校、専修学校および各種学校（修

　　業年限が 1年以上の課程）、一部の海外大学の日本分校に在学する人

　※夜間・定時制課程や通信課程の人を含む。

〇承認期間

4月から翌年 3月まで

　※令和 5 年度に学生納付特例制度を受けた人で、令和 6 年度 4 月以降も引き続き在学予定の人は、

　　3 月末から 4 月初旬に日本年金機構から送付されるハガキ形式の申請書に必要事項を記入し、返

　　送してください。

【消費者月間とは】

　「消費者保護基本法 ( 消費者基本法の前身 )」が昭和 43 年 5 月に施

行されたことから、その施行 20 周年を機に、昭和 63 年から毎年 5月

が「消費者月間」とされています。

　令和 6年度消費者月間の統一テーマは「デジタル時代に求められる

消費者力とは」です。

✿デジタル時代に求められる消費者力を高めよう！

【消費者力を高めよう！】

　デジタル化が急速に進展し利便性が増す一方で、多くのトラブルも

報告されており、消費者自身も対応する力を身に付ける事が必要です。

　インターネットトラブル事例の紹介やトラブルを防ぐためのお役立

ち情報、いざという時にあわてないための啓発リーフレットの配布な

どを 5月 20 日㈪から 30 日㈭まで市役所 1階のロビーで行います。
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5 月の健康カレンダー

問合せ  健康増進課（あいぱーく光）
　　　  ☎0833-74-3007

あなたの健康プラスアップ光の恵みｄｅ朝ごはんレシピ

紫外線と上手く付き合いましょう
「とりチリ
  　サラダライス」

【作り方（材料 4人分）】

①フライパンに油（少々）をひいて、鶏ひき肉（200 ｇ）

を炒め、塩コショウ（小さじ 1/2）、顆粒鶏がらだし（大

さじ 1）、酒・みりん（各大さじ 2）、チリソース（大

さじ 4）を加えてよく混ぜ、さらに 4 等分したミニト

マト（16 個）を加え炒める。

②別のフライパンで溶き卵（3個）をそぼろ状に炒める。

③器にごはん（各茶わん 1 杯分）、一口サイズにちぎ

ったサニーレタス（4～5枚）、①、②の順に盛り付ける。

☀調理時間：約 15 分
【一人分栄養価】
　エネルギー 432kcal
　食塩相当量 1.3g

【おすすめポイント】

　肉、野菜、卵を使ってバランスよく忙しい朝にぴっ

たり！

 （市朝ごはん部　子ども部員

市内在住小学生　生田麻綺さん）

休日診療所

✿周南地域休日・夜間こども急病センター

✿小児救急医療電話相談

　春から秋は紫外線がつよくなる季節ですが、日

光に含まれる紫外線は体調を整えるために必要で

す。効果や注意点を知り、上手に付き合いながら

生活しましょう。

【効果】

□ビタミンＤをつくる

※ビタミンＤはカルシウムの吸収を増やし、丈

　夫な骨をつくります。

【注意点】

□過度に紫外線を浴び続けると日焼けやシミ、  

　しわ、くすみなどの原因になる

【上手に付き合うコツ】

□日差しが強い時間（9 ～ 15 時頃）の外出を 

　避ける

□適宜日焼け止めや衣類、日陰を利用する



32広報ひかり　令和 6年 5月号

もの

16
（木）

17
（金）

●ちょっと大きな絵手紙展（9 時～、19
日まで、冠山総合公園）

18
（土）

●光紙芝居定期上演 (14 時～、ゆーぱーく
光）

19
（日）

●家族ふれあいの日 (9時～、周防の森ロッ
ジ）※要申込　☎ 0833-77-5789

●ばら祭ミニコンサート（13 時～、冠山
総合公園）

20
（月）

21
（火）

●食育相談（9時～、13 時 30 分～、あいぱー

く光）※要申込　☎ 0833-74-3007

● 1 歳児・2歳児お誕生相談（10 時～、
13 時 30 分～、あいぱーく光）※要申込　

☎ 0833-74-1108

●歯の健康相談（10 時～、13 時 30 分～、
あいぱーく光）※要申込　☎ 0833-74-3007

●夜間収納相談窓口 (20 時まで、市役所）

22
（水）

23
（木）

●司法書士無料法律相談 (9時～、市役所）

※要申込　☎ 0833-72-1452

●野菜栽培指導教室「楽農塾」(13 時 30
分～、三島コミュニティセンター）

24
（金）

●第 7 回光市書道連盟展（9 時～、26 日

まで、文化センター）

●野菜栽培指導教室「楽農塾」(10時～、
光井コミュニティセンター）

●野菜栽培指導教室「楽農塾」(13時 30
分～、室積コミュニティセンター）

25
（土）

●税の休日納付相談 (9時～、市役所）

●野菜栽培指導教室「楽農塾」(13 時 30
分～、里の厨）

26
（日）

27
（月）

28
（火）

●健康相談（9時～、あいぱーく光）
※要申込　☎ 0833-74-3007

●こころのホッと相談（13 時 30 分～、あ
いぱーく光）※要申込　☎ 0833-74-3007

●水道夜間支払窓口 (21 時まで、水道局）

29
（水）

●なかよし広場 (10 時 30 分～、あいぱーく
光）※要申込　☎ 0833-74-3030

30
（木）

31
（金）

●夜間収納相談窓口 (20 時まで、市役所）

心配（下表参照）

もの（下表参照）

人権行政 （下表参照）

もの（下表参照）

心配（下表参照）
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2024

5 月　お知らせカレンダー
2024

5 月　お知らせカレンダー

問観光・シティプロモーション推進課
☎0833-72-1532 kankou@city.hikari.lg.jp

※今号より「見たい！知りたい！聞きたい！ひかりのアレコレ」と題して、市内の話題や注目情報を発信します。　

●光市のシャレン選手は梅木翼さん
　攻撃的なサッカーが持ち味な梅木選手。2024 ホーム開幕戦も先制ゴールでチームを勝
利に導きました。「光市シャレン選手として活動できて嬉しいです。一緒に光市を盛り上
げていきましょう！」と意気込みも十分。今後の活躍に要注目です！

梅木　翼　選手

知っていますか？光市のシャレン選手！

●ご当地シャレン選手って？
　山口県を盛り上げるため、「Ｊリーグで地方創生」を合言葉に、各選手がそれぞれの担
当市・町（県）を受け持ち、ＰＲや応援など社会連携（略してシャレン）活動を行うもの
です。市もシャレン選手と連携し、スポーツ振興や食育、市政情報の発信などに取り組ん
でいます。

9
（木）

●勝岡れい子と仲間たちパッチワーク
作品展（9時～、11 日まで、文化センター）

●食育相談（9時～、13 時 30 分～、あいぱー

く光）※要申込　☎ 0833-74-3007

● 1 歳児・2歳児お誕生相談（10 時～、
13 時 30 分～、あいぱーく光）※要申込　

☎ 0833-74-1108

●歯の健康相談（10 時～、13 時 30 分～、
あいぱーく光）※要申込　☎ 0833-74-3007

10
（金）

11
（土）

●第 16 回ピアノマラソン（9時～、12 日
まで、市民ホール）※要申込　☎ 0833-72-1441

●レンタルアート展（9 時～、6 月 30 日ま
で、文化センター）

●心に響く東方メロディ～二胡の調
べ～（13 時 30 分～、ふるさと郷土館）

12
（日）

●第 22 回消防まつり（10 時 15 分～、光
地区消防組合消防本部）

●光市卓球フェスティバル（13 時～、総
合体育館）※申込終了

13
（月）

●夜間収納相談窓口 (20 時まで、市役所）

14
（火）

●看護週間のイベント（9 時～、光総合病

院）

●健康相談（9時～、あいぱーく光）
※要申込　☎ 0833-74-3007

●こころのホッと相談（13 時 30 分～、あ
いぱーく光）※要申込　☎ 0833-74-3007

15
（水）

●創美展（9時～、19 日まで、文化センター）

1
（水）

2
（木）

3
（祝）

●墨州会第 12 回水墨画展（9 時～、7 日
まで、冠山総合公園）

4
（祝）

●第 17 回春のばら祭（19 日まで、冠山総
合公園）

5
（祝）

6
（休）

7
（火）

8
（水）

心配 人権（右下表参照） 行政

年金 もの（右下表参照）

人権（右下表参照）

（右下表参照）もの

（右下表参照）もの
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問公共交通政策課
　　〒 743-8501 中央六丁目 1-1
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『人が輝き　やさしさつながる 幸せ創造都市　ひかり』

□申請方法

1前年度に助成券の交付を受けた人

　①4月中旬に対象者に申請書を郵送しています。

　②同封の申請案内を確認し、必要事項を記入  

　　した申請書を公共交通政策課に返送してく

　　ださい。

　③申請書の内容を審査した後、5 月から助成対

　　象者本人に助成券を簡易書留で郵送します。

2初めて申請する人

▪電話で助成対象者本人の氏名、住所、連絡

　　先の電話番号をお伝えください。後日、申

　　請書を郵送します。

▪上記1②と同様の手順で手続きをしてくだ 

　　さい。

※郵送での申請にご協力ください。

※郵送による申請が困難な人は、次のどちらか

　により申請してください。

①大和支所または出張所に提出

②公共交通政策課窓口での申請

　　どちらも助成券は 5 月中旬から対象者へ簡

　易書留で郵送します。5 月 21 日以降に②によ

　り申請した場合、その場で交付します。

□対象者

　市内居住で次のすべての条件を満たす人

▪満 65 歳以上の高齢者

▪自動車運転免許証を所有していない（返納

　または不取得）。

▪世帯内に平日の移動支援（送迎）が可能な

　人がいない。

※光市福祉タクシー利用券の交付を受けた人、

　在宅寝たきり老人リフト付きタクシー利用

　券の交付を受けた人は申請できません。

□助成券

　48 枚 9,600 円分（200 円 / 枚）

　※ 8月以降に申請すると枚数が減少します。

　※今年度は薄茶色です。

　　（前年度の助成券（薄紫色）は使用不可）

□使用期間

　6月 1日～令和 7年 3月 31 日

□使用方法

　防長バス、光市役所前～周南市熊毛地域方

面バス、ひかりぐるりんバス、光市営バス、

周南近鉄タクシー、西部光タクシー、大和タ

クシー、岩田タクシーのいずれかで、市内で

乗車または降車する場合に使用できます。

□使用枚数

▪バスの場合　　　1乗車につき 1枚のみ

▪タクシーの場合　1乗車につき 3枚まで
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://www.city.hikari.lg.jp/

移動が困難な高齢者が外出しやすい環境をつくるため、路線バスおよびタクシーの

運賃の一部を助成する助成券を交付します。
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